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平成14年度施策方針

3
月
定
例
市
議
会
は
、

3
月
5
日
か
ら
加
日
ま

で
の
同
日
間
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
伺
件
、

条
例
関
係
叩
件
、
人
事
案
件
3
件
、
そ
の
他
5
件

の
計
判
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
3
件、

意
見
書

1
件
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
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脹
川
と
と
も
に
書
き
る
ま
ち
づ
く
り

O
肱
川
の
清
流
・つ
く
り

清
流
保
全
に
つ
い
て
、
区
長
会
、

団
体
な
ど
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
流
域
ロ
市
町
村
に
よ
る

清
流
保
全
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

O
生
活
排
水
の
浄
化

公
共
下
水
道
・
肱
北
処
理
区
の
計

画
的
な
整
備
、
肱
南
処
理
区
及
び
八

多
喜
地
区
農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入

促
進
を
図
り
ま
す
。

O
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
問
題

中
予
分
水
が
中
止
さ
れ
、
肱
川
の

課
題
解
消
の
た
め
だ
け
の
計
画
に
な

り
ま
し
た
。
安
全
で
安
心
で
き
る
大

洲
市
を
創
る
た
め
、
鹿
野
川
ダ
ム
改

造
や
河
川
改
修
を
含
む
治
水
対
策
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

甫
劃
到
部
副
樹
直
|
-
B
E
E
-
ー
」

新
た
に
市
町
村
合
併
推
進
室
を
設

置
し
、
地
区
説
明
会
、
住
民
意
向
調

査
な
ど
を
実
施
し
、
近
隣
市
町
村
の

動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
合
併
に
向
け

た
合
意
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

画
劃
刻
似
倒
制
割
引
一
骨
川
剖
割
当
d
M4

0
学
校
教
育

完
全
学
校
週

5
日
制
を
踏
ま
え
、

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
教
育
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
小

学
校
校
舎
の
施
設
整
備
、
水
泳
プ
ー

ル
の
補
修
、
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
更
新
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
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議
案
説
明

要
旨
か
ら

O
市
民
文
化
の
交
流

友
好
都
市
滋
賀
県
安
曇
川
町
と
の

交
流
を
積
極
的
に
進
め
、
大
洲
藩
主

加
藤
家
ゆ
か
り
の
鳥
取
県
米
子
市
と

の
友
好
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

O
生
涯
学
習
の
振
興

パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
あ

っ
た
講
座
を
開
設
し
、
学
習

機
会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

O
人
権
教
育

大
洲
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
守
つ
く
り

条
例
に
基
づ
き
、

同
和
問
題
を
柱
と

し
た
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に
対
す
る

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

O
大
洲
城
天
守
閣
の
復
元

平
成
時
年
7
月
末
の
完
成
を
目
指

し
、
木
材
の
加
工
、
本
体
を
覆
う
素

屋
根
の
建
設
、
建
て
方
、
瓦
製
作
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

6
月
1
日

に
は
、
「
木
曳
き
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

画
風
剖
骨
組
側
剖
割
司
叫
叫

l
J

O
介
護
保
険
事
業

老
人
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
の
計

画
を
見
直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
な
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
介

護
予
防
の
視
点
か
ら
高
齢
者
の
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

O
障
害
者
福
祉

事
務
が
県
か
ら
市
へ
委
譲
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
精
神
障
害
者
福
祉
の
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促

進
に
努
め
ま
す
。

O
児
童
福
祉

今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
喜
多
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県

内

の

大

半

の

市

町

村
、て
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
昨
年
目

月
に
公
表
さ
れ
た
国
勢
調
杢
に
お
け
る
木
市
の
人
口
は
、
わ
ず
か
に

増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
大
洲
拠
点
地
区
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め

産
業
、
環
境
、
福
柱
、
丈
化
の
諸
施
策
、が
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
皆
様
に
は
改
め
て
深
い
敬
意
ピ
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
園
、
地
方
共
に
、
議
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

方

白

治
体
で
は
、
白
己
決
定
ピ
白
己
責
任
に
よ
る
今
権
型
社
会
へ
の
移
行
、
が
求
め
ら
れ
て

お
リ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
。
木
市
に
お
い
て
も

個
人
・
法
人
市
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
を
中
旬
ど
し
た
市
税
収
入
の

減
収
な
ど
に
よ
リ
一
般
財
謀
、
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
、
さ
ら
に
、
公
債
費

(借

入

金
の
一
込
斎
)
な
ど
の
五
務
的
経
費
が
増
加
し
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
ど
の
な
い
最
し

い
状
況
に
あ
リ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
は
、
経
費
支
出
の
節
減
令
理
化
を
よ
リ

徹

底

し

、

財

源

の

重

点

的

か

っ

効

率

的

な

配

分

に

努

め

ま

す

。
特

に

、

行

政

の

事

業
・
財
務
内
窓
な
ど
を
八
?
か
リ
や
す
く
公
開
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
、
ン

lト
(貸

借

対
照
表
・
:
市
の
資
産
や
負
債
の
内
窓
を
ま
ど
め
た
表
)

の

枠

成

を
行
い
、

事

務

事

業

評
価
、
ン
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い

T
検
討
し
ま
す
。

木
市
の
均
衡
あ
る
発
展
ピ
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
リ
ま
す
の
で
、
今
後
ど
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ピ
ご
協
カ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す

。
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児
童
館
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
大
洲
保
育
所
の
移
転
新
築
、

菅
田

・
新
谷
方
面
へ
の
児
童
送
迎
パ

ス
を
更
新
し
ま
す
。

O
保
健
・
医
療

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
高
度
化
す

る
市
民
の
ニ
l
ズ
に
応
え
る
た
め
、

最
新
医
療
機
器
を
導
入
し
、
診
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
医

療
事
故
防
止
な
ど
地
域
中
核
病
院
と

し
て
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す
o

t2
a
galli--

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

O
快
適
で
良
好
な
住
環
境
の
整
備

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
公
園
、
緑
地
の
整

備
充
実
、
市
民
参
加
型
の
効
率
的
な

管
理
に
努
め
ま
す
。

O
水
道
事
業

漏
水
調
査
に
よ
り
漏
水
の
早
期
発

見
・
修
繕
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
水
道
管
の
更
新
な
ど
給
水
不
良
地

区
の
施
設
改
良
、
水
道
土
木
普
及
地
区

の
解
消
を
図
り
ま
す
。

O
ゴ
ミ
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

粗
大
ゴ
ミ
収
集
に
係
る
中
間
処
理

施
設
の
整
備
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
設
置
事

業
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
資
源
化
、

滅
量
化
に
努
め
ま
す
。

O
防
災
対
策

老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
車
両
や
消
防

詰
所
、
耐
震
防
火
水
槽
な
ど
消
防
施

設
の
整
備
充
実
を
図
り
、
高
層
建
築

物
に
対
応
で
き
る
は
し
ご
付
消
防
車

を
導
入
し
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
く
ま
ち
づ
く
り

O
農
林
業
の
振
興

新
し
い
農
業
経
営
者
確
保
の
た
め

の
事
業
、
水
田
農
業
経
営
の
確
立
な

ど
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

市
独
自
の
農
地
流
動
化
奨
励
金
交
付

事
業
を
創
設
し
認
定
農
業
者
の
育
成

及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
源
林
整
備
担
い
手
育
成

基
金
事
業
に
よ
り
林
業
生
産
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

O
畜
産
の
振
興

牛
肉
消
費
が
低
迷
し
苦
境
に
陥
っ

て
い
る
生
産
農
家
を
支
援
す
る
対
策

に
助
成
す
る
と
と
も
に
、
酪
農
ヘ
ル

パ
l
利
用
組
合
育
成
事
業
に
よ
り
ゆ

と
り
あ
る
酪
農
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

O
商
工
業
・
観
光
の
振
興

今
年
4
月
オ
ー
プ
ン
の
ま
ち
の
駅

の
効
率
的
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

空
庖
舗
対
策
事
業
を
始
め
制
度
資
金

な
ど
の
活
用
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観

光
地
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

組
制
劃
銅
剣
劃
倒
剖
州
制
剖
割
当

ο切

O
道
路
・
交
通
網

市
道
田
口
徳
森
線
及
び
都
市
街
路

若
宮
天
満
線
、
若
宮
東
大
洲
線
の
早

期
完
成
を
図
り
ま
す
。

O
国
土
利
用
計
画
(
大
洲
市
計
画
)

計
画
内
容
の
全
部
を
変
更
し
、
適

正
な
土
地
利
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

O
行
政
事
務
の
電
算
化

住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
化
に
向
け
て
、
住
民
情
報

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と

修
正
を
行
い
ま
す
。

3 
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一般会計 141億5，500万円(0.5%減)
特別会計 114億3，900万円(5.7%増)
企業会計 48億9，199万円(7.8%減)
総額 304億8，599万円(0.5%増)

平成元年度以降の予算規模の推移

Eゴ 企業会計
Eコ特別会計
園圏一般会計
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350 
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平
成
凶
年
度

平
成
日
年
度

平
成
ロ
年
度

平
成
日
年
度

平
成
問
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成

6
年
度

平
成

5
年
度

平
成
4
年
度

平
成
3
年
度

平
成
2
年
度

平
成
元
年
度

。

区 分 当初予算 対前年比

般
d岳、
計 1，415，500万円 ム 0.5%p; 

国民健康保険 346，079 2.7 

老 人 保 健 499，110 7.4 

特 国民健康保険診療所 2，476 4.8 

簡 易 水 道 11.147 2.4 

別
交通傷害保障 949 ム 3.6

土地取得造成 1，678 ム 6.3

住宅新築資金等貸付事業 4，209 ム 2.1
正』
Zコr 農業集落排水事業 2，836 ム 1.2

公共下水道事業 82，273 22.2 
計 駐車場事業 5，078 ム 0.1

介 護 保 険 188，065 1.9 

言十 1，143，900 5.7 

:iJι ¥ 水 道 事 業 99，823 ム29.5

業 病 院 事 業 388，617 0.1 
d岳、

工業用水道事業 759 0.4 ヨ:;;-

計 計 489，199 ム 7.8
.6.. 計 3，048，599 0.5 Eコ

平成14年度の予算規模

「環境の保全Jr自主的主体的な地域づくりJ
| 総務費
0住民基本台帳ネットワーク
システムや新住民情報シス

テムなどを整備します

1億2，609万円

便利になります

0支通安全のためガー ドレールや力一ブミラーなどを設
置します 1，224万円

。市町村合併を推進しアンケートなどを行います

200万円

衛 生費 | 
0じん芥 (ごみ)を処理し、ごみ減量 -再資源化を推進
します 1億6，855万円

。肱川|流域市町村が一体となって清流づくリに取リ組み

ます 135万円

。合併処理浄化槽 (27基分)の設置費を助成します

1，001万円

| 農林水産業費 | 

4 

0大洲保育所の用地を購入します 6，329万円

。障害者の生活を支援します 1，212万円

。家族を介護するためのへjレパ 講座受講を補助します

300万円

0農地が有効利用できるよう認定農業者への農地の利用
集積を図ります 256万円
。条件不利地域での農業生産活 ...- .... ...t.fï，~， ，M .!'- .f.J""""""司

動を支援します 3，765万円

0愛媛県産牛肉の消費拡大を推
進します 311万円

伊予牛商品券を発売
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分担金及び負担金 いくらお金が入ってくるか 可E五2・・
3億5，750万円 ¥ 、..・
(2.5%)"  ___ 一一一「一一¥ 司医企司

地方消費税交付金'¥./ぺのf也 ¥ 、.
3億7.700万円 """- X\13j~9 ， 59 1 万円 ¥ 可.
(2.7%) ')♂'- ，， (9.9%) I '¥ 可

地方交付税
55億2，664万円
(39.0%) 

どのようなことにお金を使うか 、~φ・・

24?bE弓~ 可詞

市税
34億697万円
(24.1%) 

県支出金
7億7，299万円
(5.4%) 

歳出(性質別)
141億5，500万円
(100%) 

地方交付税:固から大洲市に配

られるお金(使い道は市

でj夫めることができる)

税:個人・法人市民税や固

定資産税など

国庫・県支出金:道路や建物の

整備などに必要なお金

の一部として国・県か

ら受け入れるお金

歳

入
市

民生費主に福祉の充実のため

に使うお金

公債費:市の借入金の元金・利

子等の返済に使うお金

衛生費衛生的な生活環境のた

めに使うお金

土木費:道路や河川などの整備

のために使うお金

-..~革LEf・
告

凧

山

山

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算

大
洲
城
天
守
閣
復
元
や

大
洲
小
学
校
校
舎
改
築
な

ど
に
重
点
的
に
投
資
す
る

一
方
、
経
費
節
減
の
た
め
、

物
を
購
入
す
る
予
算
を

5
%
削
減
し
た
り
、
旅
費

の
見
直
し
な
ど
を
行

っ
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

が
事
業
や
団
体
に
助
成
す

る
補
助
金
は
、
前
年
度
の

金
額
以
内
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
課
が
使

っ

て
い
る
公
用
車
の

一
部
を

集
中
管
理
し
、
無
駄
を
な

く
す
取
り
組
み
を
始
め
ま

す
。

どのような目的に対してお金を使うか

農林水産費

91意4，470万円
(6.7%) 

民生費
37億8，456万円
(26.7%) 

「地域経済の再生:Jr少子 高齢化社会への対応j• 

0大沸|城天守閣を復元します 2億9，799万円

。おはなはん通り周辺の景観を保全します 835万円

。まちづくり機関 CTMO)の設立を支援します

1，340万円

0消火栓の新設・維持補修を行います
O広域消防事務組合への負担金

教 育費 | 
0まちの駅「あさもやJを
オープンします

1，149万円

お待ちしています

7，280万円

4，564万円

0小・中学校の施設を改修します
0教育用コンビュータを更新します
O学校給食の調理・運搬業務
を委託します 9，325万円

0市道の維持管理を行います 1億789万円

。高速自動車道との接続道路 (東大別111号線など)を整
備します 2億6，000万円

。柚木北只地区土地区画整理事業の負担金 1億円

業務が
民営化されます

3月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議

会だよりNo.35Jをご覧くださし、。

5 



市町制合併とはとのよラな老のでしょフ?
2つ以上の市町村が1つの市や町になることです

新設合併

D村

A市
(新たに誕生)

‘ゆ
編入合併

B市
(C町 ・D村を編入)

広報おおず 2002 5月号

シリーズf市町村合併jを考える

六湘市は昔乙ttl'ミてとのよフl乙夜ftしているの?
大洲市の10年前(平成2年)と現在(平成12年)を比較しました

項 目 単位 平成2年 平成12年 増減 考 察

人 口 人 39，850 39，011 ム839 人口減少

年 少 人 口 率
% 19.7 16.3 ム3.4 少子化の進展(15歳未満人口/総人口)

老 齢 人 口 率 % 16.7 22.8 6.1 高齢化社会(65歳以上人口/総人口)

道 路 延 長 km 942.2 *1，060.4 118.2 利便性向上

1世帯あたり自動車保有台数 4口2、 1.6 *2.0 0.4 生活圏の拡大

1人あたり借入金現在晶
円 316，001 490，177 174，176 借入金の増加

(法地方債/総人口)

注: i地方債」とは市町村が資金調達のために行う借入金額

人

・

畑

町

大洲市の人口と世帯数の推移

一人暮らしゃ核家族の増加により
1世帯あたりの人数が減少しています

3万人

2万人

平
成
2
年

昭
和
印
年

昭
和
田
年

刀
口
相
判

n
U
F
↑

n
ロ
zn
・E
U
Pよ

刀
コ
日

5
F↑

同
手

4
2

昭
和
初
年

昭
和
お
年

刀コ
n
u
n
U
F』I

同
禾
・

3
{且

召
羽

5
z↑

口
H
Z
寸
門
/
-
ょ

*印は平成11年の数字

-・唱炉・・
世帯数

8000世帯

平
成
句
年

平
成
7
年

6 



広報おおず 2002 5月号

シリーズf市町村合併jを考える

これからは次のようになることが考えられますこのままでは、とフなるの?

;住民二一文、可変化

国際化 ・情報化の時代

になり、一人ひとりがい

ろいろな考えを持つよう

になってきている。

~ 
高度・多様な要求

小規模な市町村では皆

さんからの多種多様で高

度な要求に対応ができな

くなる。

~ 

不況や少子化により、

市民の皆さんからの税金

や固から市に交付される

お金が減少し、財政状況

が悪化する。

~ 
危機的財政状況

借入金返済のために使

う市の予算の割合が多く

なり 、まちづくりのため

に使うお金が少なくなる。

~ 

高速道路を含めた道路

整備が充実し、住民の生

活行動範囲が広くなる。

活圏の拡~

働く若者の減少により

介護や福祉などの人手不

足や税収の減少につなが

る。

ヨ三子・高齢T

-.. Ji骨市】U~~J='"首ll_'~li~破。】噛温
ρ 

~ 
市の枠を超えた利便性

自動車の普及により、

どこに行二っても時間カfか

からないため、市町村の

境界が意識されなくなる。

~ 
[nl9i疏置かE三事ヨ

協れ

絹;

大

介

噛

M

園田

打
ノ
十
万

F

り

つ一

明

-
F
問

加

叶

... ，
綱吉F
酋

目

ピ

・
圃
可

祉

村
山
七

』

福

者
祉

一

・

品
叩
百
函

護

酎

引

ふ

介

護

え

4' 
・i~il~iヨ註E副主5・

[問い合わせ先]
市町村合併推進室
宮24-2111 内線361

このような問題の解決方法のひとつが

車問柑含僻

それでは、市町村合併でどの

ようにこの問題が解決される

のでしょうか?

〈広報6月号に続く〉 です

一

現
在
、

2
千
以
上
の
市
町
村
で
合

・併
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
・

一
研
究
を
行
う
研
究
会
な
ど
を
発
足
し

一
た
組
織
は
、
設
置
予
定
も
含
め
、
全

一
国
で

4
4
0

(平
成
日
年
末
時
点
)

一
に
の
ぼ
り
、
「
平
成
の
大
合
併
」

へ

一
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

一

市
町
村
合
併
の
歴
史
に
は
、
こ
れ

一ま
で

2
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
り
ま

・
し
た
。

園

第
一
は
、

「
明
治
の
大
合
併
」

で

・
す
。
明
治
辺
年
頃
、
7
万
を
超
え
る

一集
落
が

1
万
6
千
弱
に
合
併
さ
れ
、

一市
町
村
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

一

第
二
は
、

「
昭
和
の
大
合
併
」

で

一す
。
昭
和

m
l
出
年
に
か
け
て
、
お

一
お
む
ね
人
口
8
千
人
未
満
の
町
村
の

一合
併
が
進
め
ら
れ
、

3
，4
7
2
市
町

聞

4

心

園

川

漸

ず

八

-4
問
問

一

=
一
川
デ
戸
A
t

村
山
m
A
壮

圃

除
山
市
に
も
国

E
↑

l
度

目

E-aて書
当
合
ま
肝

-

恥
ほ

F
F
g
d白
剛

一

.

!

l

i

I

rz
目
円
相
吉

nu
る
が
り
霊

園

一

十
ヵ
町
村
附
れ
の
合
併

給

与

拘

じ
村
な
計

一

-‘

E

』
・

a一九
ば

報
9
と
臼

一

?パい

0

・r，¥・
6r，
・

圃
一心叫

を
町
民

一

一
¥
¥
-
-
-

f

幅
」
肌出胆川戸.日

J
1
市

圃

一1b1b呉J兵兵舵髄町
ι叱い

-
:
t附許町弘主尭
2足

J

l一ι戸J?f一「rいυ1E馳
生
に
洲

.

露
ζ
零

:?a:=

バ己一
干卒
Z年作
受
へ
岡
寝
復
努2の完見込
濯雪明悲欣

一

割
歯
踊
胴

開遍噂事
ぷ~面'圃

~川対却
ぷ舟刈
〆イ
一
f

二川

.Jf
ヘ1与-Jゴ三
J

づゴ三舗J4日己一

杭

F4似J入ハ千
三
百入寸土?万互刀♂?汚片

州

羽

千

圃

:

;
:
へ

;

-

pe
a
-
-
;

;
;
:

事
沼
唱
岨
開
咽
司
-F
hソア
た

に
t

，
;
~
口
町
!
仁
川'九
H
I
4
4
U
F

大
和

7

・

;
h姐霊
長
~
L
・
i
J
-
v
'
n
-
-，
白
ぷ
去
り
日
ド
作
一

「
昭
万

司

1
1
1
1
4
f
p
H
詰

-fez-55
企

一

村
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
約
切
年
一

前
の
こ
と
で
す
。

.

大
洲
市
が
誕
生
し
た
昭
和
泊
年
当

一

時
、
電
話
、
自
動
車
、
テ
レ
ビ
な
ど

一

は
め
ず
ら
し
く
特
別
な
も
の
で
し
た
。
一

市
内
で
の
移
動
に
丸
一

日
必
要
な
場
一

合
も
あ
り
ま
し
た
。

一

《大
洲
市
の
変
遷
》

一

昭
和
却
年
9
月
1
日

一

大
洲
町
、
平
野
村
、
南
久
米
村
、

一

菅
田
村
、
大
川
村
、
柳
沢
村
、
新
一

谷
村
、
三
善
村
、
粟
津
村
、
上
須
・

戒
村
が
合
併
(
市
制
施
行
)
面
積
-

2
4
3
・
m
M

一

昭
和
お
年
8
月
1
日

一

大
洲
市
鳥
坂
正
信
が
字
和
町
へ

一

(
境
界
変
更
)
面
積
2
4
0
・
幻
凶

一

昭
和
臼
年
叩
月
1
日

一

面
積
変
更
2
4
0
・

ω凶
(国
土

一

地
理
院
に
よ
る
測
定
法
の
相
違
に

一

よ
る
)

持
代
の

市
同
村
合
併
の
歴
史
と

大
洲
市
の
誕
生

? 



広報ああず 2002 5月号

胞
で
聴
之
-
つ

子
ど
宅
の
吉
田
葉

胞
で
観
ょ
う
〉

子
ど
宅
の
盗
ぴ

5
月
5
日
は
「
子
ど
も
の
日
」

そ
し
て
、

5
日
か
ら
の
一
週
間
は

「児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

近
年
、
少
子
化
の
進
行
、
共
働
き

家
庭
の

一
般
化
な
ど
、
児
童
や
家
族

を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
た

ち
と
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
家
庭
や

社
会
環
境
が
つ
く
れ
る
か
、
み
ん
な

5月は赤十字社員
増強運動月間

5月は「赤十字社員増強運動月間」とし
て、社員増強、社費募集運動を実施します。

例年どおリ、各区長さんを通じて行いま

すので、赤十字運動の趣旨をご理解いただ

き、ご支援、ご協力をお願いします。

+ 

平成13年4月1日か6
彰基準が一部変更されていま_j;

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
の
周
り
に
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
私
た
ち
の
固
と
未
来
を
支
え

る
大
切
な
力
で
す
。
子
ど
も
を
持
ち

た
い
人
が
、
安
心
し
て
出
産
や
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
国
や
地
方
公
共

団
体
を
は
じ
め
、
企
業
、
地
域
社
会

を
含
め
た
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

昨年度から 「特別社員」 の基準額が

20，000円以上となり、 「金色Jと 「銀色」
の区別がなくなりました。

なお、平成13年3月31日までに年額

1，000円以上の社費を納めた社員が、平成

16年3月31日までに旧基準額の10，000円

に達したときは経過措置として門標をお贈

りします。

司
均
初
旬
町
向
⑤

無
料
法
律
相
談

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
、
電
話
相
談

(面
接
相
談

も
可
)
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
、

体
罰
、
登
校
拒
否
、
親
子
関
係
、
家

庭
生
活
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
日
日
出

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

電
話
番
号

合

0
8
9
・
9
2
1
・
6
6
5
0

※
当
日
の
み
の
特
設
電
話

場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館
(
松
山
市
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
弁
護
士
会

合

0
8
9
・
9
4
1
・
6
2
7
9

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、

5
月

5
日
の
子
ど
も
の
日
を
中
心
に
し
て

「
子
ど
も
の
日
記
念
無
料
相
談
」
を
全

国
弁
護
士
会
で
実
施
し
、
子
ど
も
の

人
権
侵
害
救
済
の
た
め
の
相
談
活
動

の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

8 

筋

の

道

最
近
に
な
っ
て
「
児
童
虐
待
防
止

法
」
や
「
D

V
防
止
法
(
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
を
防
止
す
る
法
律
)
」
な
ど

を
は
じ
め
、
人
権
を
擁
護
す
る
法
律

の
制
定
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

半
世
紀
以
上
も
前
に
施
行
さ
れ
た

日
本
国
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
基
本

的
人
権
に
か
か
わ
る
事
が
ら
が
、
今

は
っ
き
り
と
法
律
で
守
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

考
え
て
み
る
と
憲
法
は
出
発
点
で

し
た
。
樹
木
に
例
え
る
と
憲
法
は
大

き
な
幹
に
当
た
り
、
そ
こ
か
ら
多
く

の
枝
葉
に
当
た
る
法
律
や
制
度
を
生

み
出
し
て
い
く
に
は
人
々
の
多
年
に

わ
た
る
努
力
が
必
要
で
し
た
。

「
人
権
」
と
い
う
も
の
は
、
何
も

し
な
い
で
他
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
手
で
汗
を
流
し

て
手
に
入
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
も
、
一
人
や
二
人
の
力
だ
け
で

は
世
の
中
は
、
な
か
な
か
変
わ
り
ま

せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
し

て
、
声
を
大
に
し
て
い
け
ば
、
社
会

全
体
が
そ
の
問
題
の
存
在
に
気
づ
き
、

こ
と
の
重
大
性
を
知
っ
て
、
次
第
に

世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

わ
が
国
の
社
会
で
、
そ
う
い
う
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

「
同
和
教
育
」
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
道
の
り
は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の

で
は
な
く
、
苦
難
の
連
続
で
も
あ
り

大
洲
市
で
も
「
幾

多
の
先
哲
た
ち
が
血
と
汗
と
涙
で
切

り
開
い
て
き
た
荊
の
道
に
学
ぶ
」
と

い
う
基
本
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
「
同

和
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
"つ

く
り
条
例
」
も
制
定
さ
れ
、
「
差
別

の
な
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
」

と
い
う
明
る
い
展
望
に
立
つ
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

「
人
権
尊
重
」
を
単
な
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
仕
事
や
暮
ら
し
を
「
人
権
が

ど
れ
だ
け
大
切
に
さ
れ
て
い
る
か
」

と
い
う
視
点
で
見
直
す
こ
と
か
ら
始

め
、
人
権
侵
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
進
む
道
な
の
で

す
。

土
品

lν

れ~
。

「
僕
の
前
に
道
は
な

い
、
僕
の
後
ろ
に
道

は
で
き
る
」
の
言
葉

で
有
名
な
、
高
村
光

太
郎
の
詩
「
道
程
」

の
よ
う
に
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
は
る

か
遠
く
か
ら
同
和
教

育
が
「
人
権
」
を
道

し
る
べ
と
し
な
が
ら

歩
ん
で
き
た
一
筋
の

道
が
見
弘
え
ま
す
。

ー"""-!W~~向型野長事司~拐時、

Fウ-
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平
成
銅
山
年
度

新たな時代に対応するために

4月1日付で202人が異動

O
は
昇
任

大
淵
市
磯
員

1 I企画調整課Jを「企画情報課j
に改称し、情報収集とその利・活用

能力の向上を図る。

2 市町村合併を積極的に推進するた

め総務商工部に「市町村合併推進室」

を設置し、3人の専従職員を置く 。

3 同和対策事業の一般施策への移行

に伴い、「同和教育課Jを廃止すると
ともに、人権・同和教育の迅速かっ

適確な対応を図るため社会教育体育

課内に「人権・同和教育室」を設置

する。

4 市立大洲病院事務長(部長級)

空席とし、事務課長を置く。

5 教育委員会に専任の総務課長を置く。

)
は
旧
任
で
す
。

本

庁

関

係

【
部
長
】

V
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

O

西
野
茂
一
郎
(
市
長
公
室
長
)

V
教
育

委
員
会

・
教
育
部
長

O
三
保
櫨
=
一
(
曲
辰

林
課
長
)

V
議
会
事
務
局
長
田
上
隼

厳
(
大
洲
病
院
事
務
長
兼
事
務
課
長
)
V

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
派
遣
/

消
防
長
林
田
幸
利
(
教
育
委
員
会

・

教
育
部
長
兼
総
務
課
長
)

{
課
長
級
】

を

V
市
長
公
室
長
西
山
隆
夫
(
監
理
課

長
)
V
税
務
課
長
藤
本
卓

一

(
監
査

事
務
局
長
)
V
監
理
課
長

O
坂
本
慎
(
都

市
整
備
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計

画
係
長
)

V
企
画
情
報
課
長
兼
ダ
ム
対

策
室
長
兼
市
町
村
合
併
推
進
室
長

小

島
健
市

(
企
画
調
整
課
長
兼
ダ
ム
対
策

室
長
)
V
商
工
観
光
課
長
尾
崎
公
男

(
保
険
環
境
課
長
)
V
保
険
環
境
課
長

山

田一

昭

(
商
工
観
光
課
長
)

V
農
林
課

長

O
松
岡
良
明
(
農
林
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
)
V
愛
媛
県

山

田

康
晴
(
建
設

農
林
部
付
課
長
/
大
洲
市
及
び
長
浜
町

肱
川
等
治
水
対
策
協
議
会
事
務
局
次
長
)

V
教
育
委
員
会
・
総
務
課
長
佐
々
木

義
夫
(
税
務
課
長
)
V
大
洲
病
院
事
務

課
長

O
垣
内
哲
(
保
険
環
境
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
第
2
係
長
)

V

監
査
事
務
局
長
演
回
達
賓
(
教
育
委

員
会
・
同
和
教
育
課
長
)

V
大
洲

・
喜

多
衛
生
事
務
組
合
派
遣
/
清
流
園
長

O

大
石
徹
男
(
教
育
委
員
会

・
同
和
教
育

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
同
和
教
育
係
長
)

V
市
長
公
室
主
幹
兼
次
長

O
神
元
崇
(
市

長
公
室
次
長
)
V
都
市
整
備
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
治
水
担
当

O
三
宮
勝
(
建

設
農
林
部
付
課
長
補
佐
/
大
洲
市
及
び

長
浜
町
肱
川
等
治
水
対
策
協
議
会

・
肱

川
等
治
水
対
策
室
長
補
佐
)

V
議
会
事

務
局
主
幹
兼
次
長
兼
議
事
係
長

O
水
井

政
信
(
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
)

{
課
長
補
佐
級
}

V
会
計
課
長
補
佐
蔵
田
伸
一
(
教
育

委
員
会

・
学
校
教
育
課
長
補
佐
)
V
企

画
情
報
謀
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
女
性

係
長
山
田
隆
司
(
企
画
調
整
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
)
V
企
画
情
報
課
長
補

佐
平
田
隆
志
(
企
画
調
整
課
長
補
佐

兼
電
算
第
1
係
長
)

V
市
町
村
合
併
推

進
室
次
長
兼
市
町
村
合
併
推
進
係
長
松

本

一
繁
(
総
務
商
工
部
付
課
長
補
佐
)
V

保
険
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
第
2

係
長
藤
田
修
(
保
険
策
境
課
長
補
佐

兼
老
人
保
険
係
長
)
V
保
険
環
境
課
長

補
佐
兼
国
保
係
長

O
山
岡
稔
(
保
険
環

境
課
主
任
専
門
員
兼
国
保
係
長
)

V
社

会
福
祉
課
長
補
佐
兼
同
和
対
策
室
長

O

林
田
稔
徳
(
総
務
財
政
課
主
任
専
門
員

兼
管
財
係
長
)

V
高
齢
福
祉
課
長
補
佐

曽
根
恭
輔
(
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
行

政
係
長
)
V
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
管

理
第
1
係
長
伊
賀
弘
(
高
齢
福
祉
課

長
補
佐
)
V
下
水
道
課
長
補
佐
村
上

英
二
郎
(
下
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務
第

l
係
長
)
V
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務

第
1
係
長

O
森
田
比
登
志
(
建
設
課
主

任
専
門
員
兼
管
理
第
l
係
長
)
V
地
方

拠
点
都
市
対
策
課
長
補
佐
山
本
幸
一

(
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
派
遣
/
清

流
園
長
補
佐
兼
管
理
第
l
係
長
)
V
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補
佐
松

本
政
志
(
地
方
拠
点
都
市
対
策
課
長
補

佐
兼
管
理
第
1
係
長
)
V
教
育
委
員
会
・

社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同

和
教
育
室
長
兼
人
権

・
同
和
教
育
係
長

亀
井
要
和

(社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
同

和
対
策
室
長
)
V
教
育
委
員
会

・
社
会

教
育
体
育
課
長
補
佐

O
沼
田
英
輔

(都

市
整
備
課
主
任
専
門
員
兼
管
理
第
1
係

長
)
V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
庶

務
係
長
梅
原
行
雄
(
大
洲
喜
多
特
別

養
護
老
人
ホ

l
ム
事
務
組
合
派
遣
/
と

み
す
寮
施
設
次
長
)

V
市
長
公
室
主
任

専
門
員
兼
秘
書
係
長

O
栗
田
浩
治
(
市

長
公
室
事
務
専
門
員
兼
秘
書
係
長
)
V

総
務
財
政
課
主
任
専
門
員
兼
行
政
係
長

O
篠
原
雅
人
(
税
務
課
事
務
専
門
員
兼

市
民
税
係
長
)
V
税
務
課
主
任
専
門
員

兼
固
定
資
産
税
第
1
係
長
木
村
昭
博

(
保
険
環
境
課
主
任
専
門
員
兼
環
境
保
全

第
l
係
長
)

V
監
理
課
主
任
専
門
員
兼

公
営
住
宅
係
長

O
森
岡
照
久
(
監
理
課

事
務
専
門
員
兼
公
営
住
宅
係
長
)
V
商

工
観
光
課
主
任
専
門
員
兼
ま
ち
a

つ
く
り

対
策
第
2
係
長

O
武
田
康
秀
(
商
工
観

光
課
事
務
専
門
員
兼
ま
ち
ぞ
つ
く
り
対
策

第
2
係
長
)
V
高
齢
福
祉
課
主
任
専
門

員
兼
在
宅
福
祉
係
長
大
野
直
(
大
洲

病
院
事
務
課
主
任
専
門
員
兼
用
度
係
長
)

V
建
設
課
主
任
専
門
員
兼
維
持
第
l
係

長
有
友
貞
夫
(
建
設
課
主
任
専
門
員

兼
維
持
係
長
)
V
建
設
課
主
任
専
門
員

兼
工
務
第
1
係
長
井
口
康
徳
(
建
設

課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
2
係
長
)

V

て都
市
整
備
課
主
任
専
門
員
兼
都
市
計
画

係
長
上
田
信
幸
(
建
設
課
主
任
専
門

員
兼
工
務
第
1
係
長
)
V
農
林
課
主
任

9 
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専
門
員
兼
農
林
構
造
改
善
第
1
係
長

O

木
藤
幸
治
(
農
林
課
事
務
専
門
員
兼
農

林
構
造
改
善
第
1
係
長
)

V
教
育
委
員

会
・
学
校
教
育
課
主
任
専
門
員
兼
学
校

教
育
係
長

O
大
野
令
子
(
教
育
委
員
会

・

学
校
教
育
課
事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育

係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
主
任
専
門

員
兼
医
事
第
1
係
長
木
戸
高
志
(
中

央
公
民
館
主
任
専
門
員
兼
第
l
係
長
)
V

大
洲
病
院
事
務
課
主
任
専
門
員
兼
管
理

栄
養
係
長

O
伊
達
喜
美
子
(
大
洲
病
院

事
務
課
技
術
専
門
員
兼
管
理
栄
養
係
長
)

【
専
門
員
}

V
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
管
財
係

長

山
崎
重
信
(
教
育
委
員
会
・

社
会

教
育
体
育
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
教
育

係
長
)
V
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
収
納

第
1
係
長

O
中
岡
透
至
(
同
・

収
納
第

1
係
長
)
V
企
画
情
報
課
事
務
専
門
員

兼
企
画
係
長
赤
坂
知
之
(
企
画
調
整

課
事
務
専
門
員
兼
企
画
調
整
係
長
)
V

企
画
情
報
課
事
務
専
門
員
兼
電
算
第
l

係
長
渡
辺
稔
(
社
会
福
祉
課
事
務
専

門
員
兼
生
活
保
護
係
長
)
V
社
会
福
祉

課
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
松
岡
千

恵
子
(
同

・
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長

兼
女
性
係
長
)
V
社
会
福
祉
課
事
務
専

門
員
兼
生
活
保
護
係
長

仲
間
貴
士
山
(
総

務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
文
書
係
長
兼

交
通
安
全
係
長
)
V
建
設
課
技
術
専
門

員
兼
維
持
第
2
係
長
森
岡
義
明
(
農

林
謀
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
3
係
長
)
V

建
設
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
2
係
長

村
上
芳
邦
(
同
・

技
術
専
門
員
兼
工
務

第
3
係
長
)

V
下
水
道
課
技
術
専
門
員

兼
工
務
第
1
係
長

O
高
見
浩
一
(
都
市

整
備
課
都
市
開
発
係
長
)
V
農
林
課
事

務
専
門
員
兼
営
農
係
長
大
野
浩
司
(
八

多
喜
公
民
館
事
務
専
門
員
兼
係
長
兼
人

多
喜
連
絡
所
長
)
V
地
方
拠
点
都
市
対

策
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
l
係

長

毛

利
裕
司
(
高
齢
福
祉
課
事
務
専
門
員
兼

在
宅
福
祉
係
長
)
V
地
方
拠
点
都
市
対

策
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
係
長

O
谷
川

剛

(
同
・

工
務
係
長
)
V
大
洲
学
園
事

務
専
門
員
兼
職
業
指
導
係
長
佐
田
実

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
庶
務
係

長
)
V
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
児
童

指
導
第
2
係
長
武
田
真
彦
(
農
林
課

事
務
専
門
員
兼
営
農
係
長
)

V
肱
北
公

民
館
事
務
専
門
員
兼
係
長
井
上
利
男

(大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
職
業
指
導
係

長
)

V
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
務
組
合
派
遣
/
と
み
す
寮
事
務
専

門
員
兼
事
務
第
1
係

長

松

本
徹
(
大

洲
病
院
事
務
課
事
務
専
門
員
兼
医
事
第

l
係
長
)

【
係
長
級
】

V
総
務
財
政
課
文
書
係
長
兼
交
通
安
全

係
長
富
田
徹
(
企
画
調
整
課
電
算
第

2
係
長
)

V
税
務
課
固
定
資
産
税
第
2

係
長
大
久
保
敬
二
(
同
・
固
定
資
産

税
第
l
係
長
)
V
税
務
課
市
民
税
第
l

係
長
門
多
広
樹

(地
方
拠
点
都
市
対

策
課
管
理
第
2
係
長
)
V
税
務
課
市
民

税
第
2
係
長
O
梶
谷
博
昭
(
同

・
主
査
)

V
企
画
情
報
課
国
際
交
流
係
長
兼
情
報

統
計
係
長
上
野
康
広
(
大
洲
学
園
児

童
指
導
第
2
係
長
)
V
企
画
情
報
課
電

算
第
2
係
長
福
居
長
幸
(
企
画
調
整

謀
電
算
第
3
係
長
)
V
企
画
情
報
課
電

算
第
3
係
長

O
槍
田
剛

(企
画
調
整
課

主
査
)
V
保
険
環
境
課
老
人
保
険
係
長

久
保
田
和
子
(
久
米
公
民
館
係
長
)
V

保
険
環
境
課
環
境
保
全
第
l
係
長

O
山

本
和
哉
(
同
・

主
査
)
V
大
洲
隣
保
館

指
導
係
長

O
松
本
房
子
(
同

・
総
括
主

査
)
V
建
設
課
管
理
第
l
係

長

窪

田

敬
(
同

・
管
理
第
2
係
長
)

V
建
設
課

管
理
第
2
係
長
後
藤
忠
明
(
大
洲
隣

保
館
指
導
係
長
)
V
建
設
課
管
理
第
3

係

長

菊

池
章
(
企
画
調
整
課
国
際
交

流
係
長
兼
情
報
統
計
係
長
)
V
建
設
課

工
務
第
3
係
長
蔵
本
茂
樹
(
水
道
課

工
務
第
3
係
長
)
V
水
道
課
工
務
第
3

係
長

O
西
野
利
秋
(
同

・
主
査
)

V
地

方
拠
点
都
市
対
策
課
管
理
第
2
係
長

O

信
尾
肇
典
(
同
・

主
査
)
V
教
育
委
員

会
・
社
会
教
育
体
育
課
社
会
教
育
係
長

脇
坂
剛
(
上
須
戒
公
民
館
係
長
兼
上
須

戒
連
絡
所
長
)
V
中
央
公
民
館
係
長
大

藤
美
樹
(
同

・
第
2
係
長
)
V
久
米
公

民
館
係
長
松
井
祐
二
(
税
務
課
固
定

資
産
税
第
2
係
長
)
V
八
多
喜
公
民
館

係
長
兼
人
多
喜
連
絡
所
長
O
福
島
誠
人

(
税
務
課
主
査
)
V
上
須
戒
公
民
館
係
長

兼
上
須
戒
連
絡
所
長

O
菊
池
敦
(
大
洲

病
院
事
務
課
主
査
)
V
監
査
事
務
局
庶

務
係
長

O
新
田
ヨ
シ
子
(
保
険
環
境
課

総
括
主
査
)
V
農
業
委
員
会
事
務
局
農

政
第
l
係
長

田
中
美
知
子
(
肱
北
公

民
館
係
長
)
V
農
業
委
員
会
事
務
局
農

政
第
2
係
長
深
部
一
男
(
同

・
農
政

係
長
)
V
大
洲
病
院
事
務
課
用
度
係
長

O
竹
田
彰
(
同
・
主
査
)
V
市
民
課
総

括
主
査
O
門
愛
実
千
代
(
同
・
主
査
)
V

市
民
課
総
括
主
査

O
蔵
本
由
美
子
(
同

・

主
査
)

V
農
林
謀
総
括
主
査

O
西
岡
美

恵
子

(同
・

主
査
)

【
主
査
】

V
総
務
財
政
課
主
査
O
西
山
和
幸
(
同
・

上
級
主
事
)
V
税
務
課
主
査

O
祖
母
井

篤
生
(
同
・
上
級
主
事
)

V
企
画
情
報

課
主
査

O
窪
容
江
(
企
画
調
整
謀
上
級

主
事
)

V
商
工
観
光
課
主
査

O
上
野
和

江
(
農
林
課
上
級
主
事
)
V
市
町
村
合

併
推
進
室
主
査

O
往
田
秀
樹
(
総
務
商

工
部
付
上
級
主
事
)
V
保
険
環
境
課
主

査

O
後
藤
治
子
(
教
育
委
員
会
・
同
和

教
育
課
上
級
主
事
)

V
建
設
諜
主
査

O

上
回
規
男
(
同

・
上
級
技
師
d)

V
農
林

謀
主
査

O
井
上
雅
裕
(
同

・
上
級
技
師
)

V
議
会
事
務
局
主
査
O
谷
野
秀
明
(
同
・

上
級
主
事
)
V
大
洲
病
院
事
務
課
主
査

O
押
田
清

(
同
・

上
級
主
事
)

【
主
事
な
ど
】

V
市
長
公
室
上
級
主
事

O
田
中
宏
明
(
同
)

V
税
務
課
上
級
主
事

O
神
田
達
也

(高

齢
福
祉
課
)
V
監
理
課
上
級
主
事

O
大

井
麻
美
(
監
査
事
務
局
)

V
保
険
環
境

課
上
級
主
事
O
吉
岡
宏
(
商
工
観
光
課
)

V
社
会
福
祉
課
上
級
主
事

O
信
尾
健
一

(同
)
V
高
齢
福
祉
課
上
級
主
事
O
谷
測

由
加
里
(
同
)
V
都
市
整
備
課
上
級
主

事

O
森
泰
範
(
税
務
課
)
V
教
育
委
員

会
・
総
務
課
上
級
主
事
谷
野
あ
き
(
市

民
課
上
級
主
事
)
V
市
長
公
室
中
野

由
紀

(
保
険
環
境
課
)
V
総
務
財
政
課

井
上
智
史
(
高
齢
福
祉
課
)
V
税
務
課

都
築
祐
司
(
農
業
委
員
会
事
務
局
)

V

監
理
課

尾

崎

真

一
(農
林
諜
)
V
市

民
課
上
甲
真
也

(
農
林
課
)
V
商
工

観
光
課
土
井
修
司
(
総
務
商
工
部
付
/

四
国
経
済
産
業
局
)
V
市
町
村
合
併
推

進

室

谷

野

真
由
美
(
総
務
財
政
課
)

V
高
齢
福
祉
課

山
田
淳
(
監
理
課
)
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V
大
洲
隣
保
館
中
村
直
樹
(
農
林
課
)

V
水
道
課
矢
野
幸
一
(
下
水
道
課
)

V
農
林
謀
中
塚
寛
之

(
教
育
委
員
会
・

社
会
教
育
体
育
課
)

V
農
林
課
水
本

典
子
(
市
長
公
室
)
V
農
林
課

川
口

裕
二
(
市
民
課
)
V
地
方
拠
点
都
市
対

策
課
上
田
義
幸
(
都
市
整
備
課
)
V

中
央
公
民
館
兵
頭
直
美
(
商
工
観
光

課
)
V
大
洲
病
院
事
務
課
松
本
和
也

(
税
務
課
)
V
大
洲
病
院
事
務
課

中
島

稔
(
教
育
委
員
会

・
総
務
課
)

V
清
和

国
嶋
津
恵
子
(
大
洲
病
院
事
務
課
)

V
清
和
国
三
瀬
孝
広

(
学
校
給
食
セ

ン
タ
1
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
谷
本

直
子
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

保

健

師

【
課
長
補
佐
級
}

V
高
齢
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼
介
護
保

険
業
務
係
長

O
森
澄
子
(
高
齢
福
祉
課

技
術
専
門
員
兼
介
護
保
険
業
務
係
長
)

{
係
長
級
】

V
南
久
米
連
絡
所
総
括
技
師
久
保
京

子
(
平
野
連
絡
所
総
括
技
師
)

【
一
般
}

V
保
健
セ
ン
タ
ー
井
上
千
毒
(
南
久

米
連
絡
所
)

V
平
野
連
絡
所
富
永
裕

子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

保

育

士

な

ど

{
課
長
級
】

V
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
喜

多
保
育
所
長

O
久
保
友
代
(
社
会
福
祉

課
長
補
佐
兼
喜
多
保
育
所
長
)
V
社
会

福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
肱
北
保
育

所
長

O
井
上
日
出
子
(
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
肱
北
保
育
所
長
)

【
課
長
補
佐
級
】

V
主
任
専
門
員
兼
肱
南
保
育
所
長

O
梶

原
恵
都
子
(
大
洲
学
園
専
門
員
兼
児
童
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指
導
第
l
係
長
)
V
主
任
専
門
員
兼
徳

森
保
育
所
長

O
谷
本
絹
子
(
徳
森
保
育

所
長
)
V
主
任
専
門
員
兼
新
谷
保
育
所

長

O
河
田
郁
子
(
新
谷
保
育
所
長
)

【
専
門
員
級
】

V
大
洲
学
園
専
門
員
兼
児
童
指
導
第
l

係
長

O
新
川
千
代
子
(
南
久
米
保
育
所

主
任
保
育
士
)

【
係
長
級
]

V
肱
北
保
育
所
主
任
保
育
土

O
浜
田
公

子
(
同

・
総
括
主
査
)

V
徳
森
保
育
所

主
任
保
育
士

O
小
野
恵
子
(
大
洲
保
育

所
総
括
主
査
)

V
南
久
米
保
育
所
主
任

保
育
士
仲
間
千
須
子
(
粟
津
保
育
所

主
任
保
育
士
)
V
粟
津
保
育
所
主
任
保

育
士
鈴
木
ま
る
み
(
上
須
戒
保
育
所

主
任
保
育
士
)
V
上
須
戒
保
育
所
主
任

保
育
士

O
清
中
祥
子
(
同
・
総
括
主
査
)

V
大
洲
保
育
所
総
括
主
査

O
菊
地
安
江

(
徳
森
保
育
所
主
査
)
V
肱
南
保
育
所
総

括
主
査
佐
々
木
富
子
(
三
善
保
育
所

総
括
主
査
)
V
肱
北
保
育
所
総
括
主
査

O
笹
田
祥
子
(
同
・
主
査
)

1Z 
洲査
保 ー :::----

月

所
主
査。
日
浦
和
美

同

【
一
般
】

±
吾
多
保
育
所
信
尾
佳
代
子

(肱
北

保
育
所
)
V
肱
北
保
育
所
久
保
優
子

(
新
谷
保
育
所
)

V
徳
森
保
育
所
矢
野

沙
織
(
大
成
保
育
所
)
V
大
成
保
育
所

松
中
奈
保
美
(
大
洲
学
園
)
V
柳
沢
保

育
所
小
牧
直
美
(
大
洲
学
園
)
V
三

善
保
育
所
中
西
里
枝
(
肱
南
保
育
所
)

V
上
須
戒
保
育
所

岡
妙

(
喜
多
保
育

所
)

V
大
洲
学
園
堤
亜
紀
子
(
徳
森

保
育
所
)
V
大
洲
学
園
山
田
由
香
利

(柳
沢
保
育
所
)

V
徳
森
保
育
所
西
山

ゆ
か
り
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

V
菅

田
保
育
所
丸
井
妙
子
(
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
)
V
新
谷
保
育
所
西
岡
明
彦

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)
V
大
洲
学
園

山
崎
豊
樹
(
清
和
国
)

大
洲
病
院
医
療
関
係

【
課
長
補
佐
級
】

V
大
洲
病
院
薬
剤
室
次
長
兼
第

1
係
長

O
福
田
浩
二
(
大
洲
病
院
薬
剤
室
主
任

専
門
員
兼
第
1
係
長
)

【
係
長
級
}

V
大
洲
病
院
検
査
室
総
括
主
査

O
上
岡

一
寿
(
同
・
主
査
)
V
大
洲
病
院
看
護

部
看
護
主
任

O
増
岡
茂
子
(
同
・
技
師
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
亀
岡

八
重
子
(
同
・
技
師
)

V
大
洲
病
院
看

護
部
看
護
主
任

O
若
松
万
利
子
(
同

・

技
師
)
幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校

【
課
長
補
佐
級
]

V
喜
多
幼
稚
園
主
任
専
門
員
兼
主
任
教

諭

O
松
盛
た
か
ゑ
(
大
洲
幼
稚
園
専
門

員
兼
主
任
教
諭
)

{
係
長
級
】

V
大
洲
幼
稚
園
主
任
教
諭
福
住
一
栄

(
久
米
幼
稚
園
主
任
教
諭
)
V
久
米
幼
稚

園
主
任
教
諭
O
中
野
裕
子
(
平
野
幼
稚
園
)

【
一
般
】

V
平
野
幼
稚
園
谷
本
佳
代
子
(
喜
多

幼
稚
園
)

V
平
小
学
校
安
岡
真
弓
(
大

洲
南
中
学
校
)

V
久
米
小
学
校
原
田

延
子
(
平
小
学
校
)
V
平
野
小
学
校
白

石
敬
子
(
大
洲
北
中
学
校
)

V
大
洲
南

中
学
校
西
村
洋
子
(
平
野
小
学
校
)

V
大
洲
北
中
学
校
大
野
害
時
(
久
米
小

学
校
)
匹
川
見
采
宥

泊
泊
1

4
喧

'

回

一

円

V
大
洲
病
院
内
科
医
長
松
原
寛
V
大

洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長
篠
森
健
介
V

税
務
課
東
泰
洋
V
市
民
課
楼
木
恵

V
保
険
環
境
課
水
沼
ア
キ
V
高
齢
福

祉

課

隅

田

貴
氏
V
農
林
課
崎
石
誠

司
V
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育
体
育
課

学

芸

員

岡

崎

壮

一
V
新
谷
保
育
所

二
宮
由
香
里
V
大

洲

病

院

菊
池
由
布

子
V
大
洲
病
院
白
石
亮
V
大
洲
病
院

高
木
美
鈴
V
大
洲
病
院
向
井
直
基
V

大

洲

病

院

菊

地
真
紀
V
大
洲
病
院

高
月
し
の
ぶ

職

V
大
洲
病
院
内
科
医
長
楼
井
敦
V
大

洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長
佐
々
木
豊
和

V
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
板

倉
博
道
V
議
会
事
務
局
長
大
塚
忠
男

V
福
祉
保
健
部
付
課
長
兼
福
祉
事
務
所

次
長
武
田
勝
利
V
会
計
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
矢
野
友
子
V
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
肱
南
保
育
所
所
長
宮
本
末
子

V
教
育
委
員
会
・
総
務
課
長
補
佐
兼
喜

多
幼
稚
園
主
任
教
諭
亀
井
民
子
V
大

洲
病
院
看
護
部
総
括
技
師
兵
頭
洋
美

V
大
洲
病
院
看
護
部
総
括
技
師

山
鬼

チ
グ
サ
V
大
洲
病
院
看
護
部
総
括
技
師

岡
村
久
二
子

退

5月から臥龍山荘の愚柑Iー足並岨
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手
づ
く
り
の
案
内
書

え
ひ
め

S
G
G
(善
意
通
訳
)
ク

ラ
ブ
大
洲
支
部
(
紺
田
満
徳
会
長

・

会
員

6
人
)
が
臥
龍
山
荘
の
英
語
版

案
内
書
を
制
作
し
ま
し
た
。
大
洲
支

部
の
皆
さ
ん
は
、
国
際
交
流
の
目
的

で
、
外
国
か
ら
の
訪
問
者
に
市
内
の

観
光
施
設
や
文
化
財
な
ど
を
英
語
で

案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
案
内
書
の
制
作
に
は
、
大
洲

在
住
の
ジ
エ
イ
ソ
ン

・
ハ
リ
ス
さ
ん

(
米
国
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
出
身
)
も
参
加

し
ま
し
た
。
建
物
や
部
屋
な
ど
の
名

称
を
単
に
英
語
に
訳
す
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
建
築
や
文
化
の
す
ば
ら
し
さ

が
伝
わ
る
よ
う
、
ハ
リ
ス
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

日
本
建
築
の
粋
「
臥
龍
山
荘
」

紹
介
さ
れ
て
い
る
臥
龍
山
荘
(
県

指
定
文
化
財
)
は
、
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
、
技
術
の
粋
を
結
集
し
た
明

治
時
代
の
名
建
築
と
し
て
高
い
評
価

書内案
!
の
布
め
配
た
料

の
毎
川

客
で
光
付

観
受
人
荘
園
山
タ
龍
企
臥

内田制崎製足骨吻・--鵠G曲。凶>"畑 町晦・

を
受
け
て
い
ま
す
。
案
内
書
で
は
、

満
月
に
震
が
か
か
っ
た
風
景
を
部
屋

に
あ
る
窓
と
違
い

棚
で
表
現
し
た

「
震
月
の
間
」
や
庭
石
か
ら
苔
に
い
た

る
ま
で
吟
味
さ
れ
た
庭
園
の
こ
と
な

ど
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

Kage白uNo Ms， Mi.t and the M回 n

Kage白uNoMais&wait皿groom for gues回 Ka皿eans皿istandge白umeans

皿∞D. This W8S designed with田mplicityand目前r副凪担皿ind. Plea.. look at thi. 

roo皿 carefully. You will find皿arvelou8special effects through out the r叩且 For

instan四 ，these stagge毘dshelves expre曲 clouds阻 dwhen a candle国 litbehind the 

round window， which hold the fa皿ilyalter， it looka剖 ifit were a full皿∞n.Nowlook 

at the pa此emsof the wall. These walls are made of皿udthat a四 rich皿 ironand岨 n

be seen throughout the whole building・Over the years the皿udd白田10四 din two 

di島田ntways giving the intended 1∞k of a farmhou田. Even the window f岡田朗were
crea担dto give off a beautiful effect. The paper d∞r， fusums， d四Iplayscolo四 that

exp四回twilight.Even the door catch indicates twilight. Look closely and you w出陣e

it is a bat. 

企霞月の間 (臥龍院)の説明部分
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広報ああず 2002 5月号

平
成
叫
年
度

O
は
昇
任
、
(
)
は
旧
任
で
す
。

V
消
防
本
部
次
長
兼
大
洲
消
防
署
長

O

徳
田
隆
安
(
消
防
本
部
総
務
課
長
)
V

消
防
本
部
防
災
課
長
兼
防
災
課
長
補
佐

O
松
本
秀
幸
(
消
防
本
部
防
災
課
長
補

佐
兼
予
防
係
長
)
V
消
防
本
部
総
務
課

長
心
得

O
宮
本
辰
生
(
消
防
本
部
総
務

課
長
補
佐
兼
人
事
教
養
係
長
)
V
大
洲

消
防
署
消
防
課
長
心
得
兼
消
防
課
長
補

佐
吉
岡
淳
二
郎
(
大
洲
消
防
署
消
防

課
長
心
得
)
V
消
防
本
部
総
務
課
長
補

佐
兼
人
事
教
養
係
長
芝
田
隆
(
大
洲

消
防
署
川
上
支
署
長
)
V
大
洲
消
防
署

川
上
支
署
長
嘗
川
幅
光
(
消
防
本
部

防
災
課
救
急
救
助
係
長
兼
大
洲
消
防
署

消
防
課
長
補
佐
)
V
消
防
本
部
防
災
課

主
任
専
門
員
兼
危
険
物
係
長
兼
広
報
広

聴
係
長
宮
本
修
一
(
同
・
主
任
専
門

員
兼
危
険
物
係
長
)
V
消
防
本
部
防
災

課
防
災
係
長
兼
大
洲
消
防
署
消
防
課
主

任
専
門
員
兼
防
災
係
長
増
田
勇
雄
(
大

洲
消
防
署
消
防
課
主
任
専
門
員
兼
指
導

係
長
)
V
消
防
本
部
総
務
課
事
務
専
門

員
兼
総
務
係
長
守
田
嘉
洋
(
消
防
本

部
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
総
務
係
長
兼

庶
務
係
長
兼
企
画
広
報
係
長
)
V
消
防

本
部
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長

兼
企
画
調
整
係
長
久
保
広
文
(
大
洲

消
防
署
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防

係
長
)
V
消
防
本
部
防
災
課
事
務
専
門

員
兼
予
防
係
長
大
野
博
史
(
大
洲
消

防
署
川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
係

長
)
V
消
防
本
部
防
災
課
救
急
救
助
係

長
兼
大
洲
消
防
署
消
防
課
事
務
専
門
員

兼
救
急
係
長
兼
救
助
係
長
山
田
虎
幸

(大
洲
消
防
署
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼

防
災
係
長
)
V
大
洲
消
防
署
消
防
課
事

務
専
門
員
兼
消
防
係
長
O
池
田
保
(
同
・

消
防
係
長
)
V
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署

事
務
専
門
員
兼
防
災
係
長
藤
津
光
教

(
大
洲
消
防
署
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
指

導
係
長
)

V
大
洲
消
防
署
内
山
支
署
事

務
専
門
員
兼
防
災
係
長
西
山
恵
吉
(
消

防
本
部
防
災
課
防
災
係
長
兼
大
洲
消
防

署
事
務
専
門
員
兼
防
災
係
長
)

V
大
洲

消
防
署
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼
救
急

係
長
兼
救
助
係
長

O
山
本
伸
一
(
同
・

救
急
救
助
係
長
)

V
大
洲
消
防
署
川
上

支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
係
長
兼
救
急

係
長
兼
救
助
係
長
冨
田
秀
克
(
同

・

事
務
専
門
員
兼
消
防
係
長
兼
救
急
救
助

係
長
)

V
大
洲
消
防
署
川
上
支
署
事
務

専
門
員
兼
防
災
係
長

O
井
上
稔
(
大
洲

消
防
署
長
浜
支
署
防
災
係
長
)

V
大
洲

消
防
署
消
防
課
指
導
係
長
高
岡
利
典

(大
洲
消
防
署
川
上
支
署
消
防
係
長
)

V

大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
救
急
係
長
兼
救

助
係
長
川
上
弘
二

(
同
・
救
急
救
助

係
長
)
V
大
洲
消
防
署
内
山
支
署
救
急

係
長
兼
救
助
係
長
松
尾
文
夫
(
同

救
急
救
助
係
長
)
V
大
洲
消
防
署
消
防

課
救
急
係
長
大
西
善
文
(
同

・
救
急

救
助
係
長
)
V
大
洲
消
防
署
消
防
課
救

急
係
長
二
宮
敏
浩
(
同
・
救
急
救
助

雪月

係
長
)

V
大
洲
消
防
署
消
防
課
救
助
係

長
O
亀
田
昌
一
(
同
・
総
括
主
査
)
V

大
洲
消
防
署
消
防
課
指
導
係
長

O
和
気

和
清
(
消
防
本
部
総
務
課
総
括
主
査
)
V

大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
防
災
係
長
兼
救

急
係
長
兼
救
助
係
長
谷
田
代
一
一
一
(
同
・

防
災
係
長
兼
救
急
救
助
係
長
)
V
大
洲

消
防
署
内
山
支
署
消
防
係
長

O
曽
根
周

一
(
同

・
総
括
主
査
)

V
大
洲
消
防
署

内
山
支
署
消
防
係
長

O
梶
野
徹
(
同
・

総
括
主
査
)
V
大
洲
消
防
署
川
上
支
署

防
災
係
長

O
梁
田
嘉
春
(
大
洲
消
防
署

内
山
支
署
総
括
主
査
)
V
大
洲
消
防
署

川
上
支
署
消
防
係
長
森
松
忠
雄
(
問

・

防
災
係
長
)
V
大
洲
消
防
署
消
防
謀
総

括
主
査
末
康
英
二

(
消
防
本
部
付
総

括
主
査
/
愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
派

遣
)
V
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
総
括
主

査
竹
岡
靖
(
大
洲
消
防
署
川
上
支
署

総
括
主
査
)

V
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署

総
括
主
査
O
福
桝
宏
昭
(
同

・
主
査
)
V

消
防
本
部
通
信
指
令
室
総
括
主
査

O
高

奥
克
利
(
同
・
主
査
)
V
大
洲
消
防
署

消
防
課
主
査
高
木
富
重

(大
洲
消
防

署
川
上
支
署
主
査
)

V
大
洲
消
防
署
消

防
謀
、
主
査

O
吉
岡
岡
裕
二
(
同
・
上
級
主

事
)
V
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
主
査
河

井
誠
(
大
洲
消
防
署
内
山
支
署
主
査
)
V

大
洲
消
防
署
内
山
支
署
鶴
井
香
二
(
大

洲
消
防
署
長
浜
支
署
)
V
大
洲
消
防
署

内
山
支
署
亀
岡
周
一
(
大
洲
消
防
署

消
防
課
)
V
大
洲
消
防
署
内
山
支
署
一

宮
秀
文
(
大
洲
消
防
署
消
防
課
)
V
大

洲
消
防
署
長
浜
支
署
小
川
将
人
(
大

洲
消
防
署
消
防
課
)
V
大
洲
消
防
署
長

浜
支
署
主
事

O
平
田
勝
俊
(
同
・
主
事

補
)
V
大
洲
消
防
署
川
上
支
署
東
和

彦
(
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
)
V
大
洲

消
防
署
川
上
支
署
中
嶋
博
文
(
大
洲

消
防
署
長
浜
支
署
)

V
大
洲
消
防
署
川

上
支
署
主
事

O
菊
地
嘉
人
(
同

・
主
事

補
)
【
新
規
採
用
}

V
消
防
本
部
付
消
防
士
長
山
直
木
V

消
防
本
部
付
消
防
士
佐
賀
和
也
V
消

防
本
部
付
消
防
士
V
谷
本
幸
生
V
消
防

本
部
付
消
防
士
森
脇
直
春

【
退
職
】

V
消
防
長
森
克
己
V
消
防
本
部
次
長

山
鬼
守
平
V
消
防
本
部
防
災
課
長
兼
大

洲
消
防
署
長
岸
良
雄
V
大
洲
消
防
署

消
防
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
菊
池
豊

コードやプラグの

点検も忘れずに l
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ω
愛
媛
県
高
齢
者
通
信
大
学
受
講
生

w

w
学
習
期
聞

か

ぶ
平
成

H
年
6
月

1
平
成
一幼
年

3
月

m

w
講
座
内
容

文
化、

経
済
な
ど
の
一

w

m
般
課
題
及
び
特
別
課
題
(
自
分
史
の

的

抑
制
作
)
な
ど

河

口
申
込
期
限

平
成

M
年

5
月
初
日
間

日

記
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

山

市
願
書
請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

日

以
愛
媛
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

ω

印

公

0
8
9
・
9
2
6
・
8
8
8
9
0
吋一

山
県
民
放
送
大
学
受
講
生

前

山

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

ぷ

口
受
講
定
員

1
5
0
人
(
先
着
順
)

c

m
受
講
料
(
テ
キ
ス
ト
代
)

無
料

問

問
講
座
開
催

均

お
5
月

1
9
月
の
最
終
日
曜
日

お

お
午
後
l
時
却
分
1
午
後
4
時
却
分

何

日
会
場

八
幡
浜
地
方
局

7
階
大
会
議

口

…
室
(
八
幡
浜
市
北
浜

1

3

訂
)

ぷ

ロ
申
込
期
日

平
成
凶
年
5
月
刊
日
幽

口

問
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

即

日
八
幡
浜
教
育
事
務
所
総
務
課

目

前

官

0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1
叫

ω
愛
媛
県
環
境
家
計
簿
モ
ニ
タ
ー

叫

が
対
象
者
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境
問
題
な
ど
に
関
心
の

日

…
あ
る
県
内
在
住
、
満
加
歳
以
上
の
人

…

。
定
員

印
人

(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
口

以
募
集
期
間

ぷ

叩
平
成
比
年

5
月
1
日
附

1
n日
幽

ω

前
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

的

吋
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
局
生
活
課

…

口

密

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1
口

問
電
子
メ
l
ル

均

日

ω
2
5
z
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『
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広報ああず 2002 5月号

九埼鎗包
干水道の使問料金が褒ねり羽
下水道使用料金 (平成6年3月制定)が改定されます。使用料金は、

平均で20.7%引き上げられ、平均的な家庭 (下水道使用水量27立方

メートjレ/月)では、1月あたり372円の値上げとなります。

下
水
道
施
設
供
用
開
始
後

初
め
て
の
料
金
改
定

平
成

H
年

3
月
定
例
市
議
会
で

「
下
水
道
使
用
料
金
の
改
定
案
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
5
月

使
用
分

(
6
月
集
金
分
)
か
ら
改
定

料
金
と
な
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

従
来
ど
お
り
排
水
量
が
増
加
す
る
ほ

ど
料
金
単
価
が
高
く
な
る
「
累
進
使

用
料
制
」
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

排
水
量
の
少
な
い
世
帯
の
負
担
増
を

で
き
る
だ
け
抑
え
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
た
料
金
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

公
費
に
依
存
し
た
経
営
を
改
善

こ
れ
ま
で
の
問
、
接
続
戸
数
や
排

水
量
の
増
加
に
伴
い
、
下
水
道
使
用

料
収
入
は
、
年
々
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
下
水
の
処
理
に
要
す
る

費
用
と
納
め
ら
れ
た
下
水
道
使
用
料

と
の
割
合
は
、
平
成
辺
年
度
決
算
額

で
は
汚
水
処
理
経
費
の
必
・

7
%
、

資
本
費
を
合
わ
せ
る
と

m
-
2
%
で
、

収
支
の
均
衡
を
保
つ
の
が
困
難
な
状

況
で
す
。
(
グ
ラ
フ
参
照
)

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
不
足

額
は
、
す
べ
て
市
税
な
ど
の
公
費
で

補
て
ん
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
状
の
ま
ま
公
費
に
依
存
す
る
こ

と
は
、
負
担
の
公
平
性
の
点
か
ら
も

正
常
な
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

肱
川
と
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

肱
川
の
水
質
向
上
な
ど
の
た
め
に
、

今
後
も
下
水
道
整
備
を
積
極
的
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
加
傾
向
、

大洲市公共下水道使用料金表改定状況 (1カ月あたり)

汚水の
使用料 (1月につき)

種類 料金 水量区分
区分

基本
10m3まで 550円→700円

料金

般
10m3を超え 20m3まで‘ 80円→ 90円

20m3を超え 30m3まで、 90円→105円

?寺 超過 1m
3に
30m3を超え 50m3まで 100円→120円

料金 っき

水 50m3を超え100m3まで 110円→135円

100m3を超えるもの 120円→150円

浴 25円→ 25円

場 ※公衆浴場の受け

う号
1m3につき 持つ公衆衛生機能

を考慮して、現行
水 どおりとします。

この料金表で算出した金額に消費税相当額5%を加えたもの
が下水道使用料金になります。

汚
泥
処
分
費
の
高
騰
な
ど
に
も
対
処

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
安
定
化
の
た
め
の
使
用
料
改

定
に
よ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
下
水
道
事
業
の

経
営
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
は

便
利
な
口
座
振
替
で
!

取
扱
金
融
機
関

伊
予
銀
行
本
庖
・
支
底
、
愛
媛
銀
行

大
洲
支
庖
、
香
川
銀
行
大
洲
支
庖

愛
媛
信
用
金
庫
大
洲
支
庖
、
四
国
労

働
金
庫
大
洲
支
庖
、

J
A
愛
媛
た
い

き
本
所

・
支
所
、
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
課

合
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
5
2
)

.下水道使用料金の計算例

1カ月で27m3使用の場合

基本料金 (10m3まで)超過料金

1700円+(10m3X90円+7m3X105円))X 1.05=2，451円
(円未満切捨て)

新旧料金比較表(抜粋)-下水道使用水量別~

使用水量 旧料金 新料金 差額 使用水量 旧料金 新料金 差額
(m3) (円) (円) (円) (m3) (円) (円) (円)

10 577 735 158 35 2，887 3，412 525 

15 997 1，207 210 40 3，412 4，042 630 

20 1，417 1，680 263 45 3，937 4，672 735 

25 1，890 2，231 341 50 4，462 5，302 840 

※27 2，079 2，451 372 55 5，040 6，011 971 

30 2，362 2，782 420 60 5，617 6，720 1，103 
※平成13年度の平均使用重

今後の収支計画一下水道財政収支計画の推移-

4空E

3 

2 
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吾狩号iQ: 広報お器1:

4
月
初
日
伯
・

2
日
制
及
び

4
月
幻

目
白
l
m
m
日
開
に
富
士
山
公
園
駐
車

場
守
利
用
す
る
場
合
は
、
整
理
料
金

一が
協
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

5
10

rヰ

J

4h

ム

C
U

字
普
通
乗
用
車

5
0
0
円

V

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

8
0
0
円

V
パ
ス

l
、0
0
0
円

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
時
で
さ
い
。

商
工
観
光
課

程(鋤
Z
I
-
-

大
洲
市
観
光
協
会

(
内
線
3
5
4
)

宮

@
2
6
6
4

/ 

名
週一
一層

E

E
d
、

富
士
山
公
園
内
(
山
頂
付
近
)
に

は
せ

o台
程
度
し
か
駐
主

ま

a

せ
ん
4

，

交
通
規
制
期
間
中
に
臨
時
パ
ス
を

通
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
ぺ
だ
さ
い
。

如
法
寺
河
原
に
は
、
約

r同
0
台「

の
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

V
運
行
日

P

4
月
初
日

ω1幻
日

間

及

び

4
月
幻
日
目

i
m目
側

V
経
路
市
庁
舎
立
体
駐
車
場
l
b

ち
の
駅

1
如
法
寺
河
原
1
家
族
旅
行

村
1
富
士
山
ふ
れ
あ
い
の
家
前

多くの皆き九巴

楽し九で
い定だく定め12

規
制
内
容
(
交
通
規
制
図
参
岳
山

O

国
道

1
9
7
号
か
ら
家
族
旅
行

村
経
由
の
二
車
線
登
山
道

(登
り
)

は
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ハ
イ
ヤ

ー
お
よ
び
オ

l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
予

約
者
の
専
用
車
線
と
な
り
ま
す
。

O

帝
京
富
士
学
会
口
前
か
ら
如
法
寺
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
登
山
道

を
利
用
し
て
山
頂
へ
登
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

規 44 
制月月
時 2720 
問日日
倒 的
午 1
前 2921 
9 日日
時 (月)(日)

午
後
5 
時

及
び、

富士山つつじまつり交通規制図
交通規制にご協力ください!

14 

山
頂
周
遊
道
路
(
は
ち
ま
き
道
路
)

O

一
般
車
両
は
進
入
禁
止
で
す
。

た
だ
し
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

が
乗
車
し
て
い
る
車
両

(普
通
車

以
下
)
の
み
通
行
可
能
で
す
。

O

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
指
導

員
、
道
路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

第
4
園
地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

今
年
も
楽
し
い
催
し
ゃ
パ
ザ
1
で

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
平

野
"
ほ
た
る
の
里
“
へ
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
お
目
的

※
雨
天
時
、
翌
初
日
制

午
後
6
時
1
午
後
9
時

場
所
地
蔵
堂
集
会
所
前
(平
野
町
平
地
)

会
場
ま
で
、

J
R
平
野
駅
か

ら
車
で

5
分

問
い
合
わ
せ
先

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

企
⑫
5
1
9
5
(大
野
ま
で
)



広報おおず 2002 5月号

今年も
ヲ;」ビス拡大

乗
船
場
所

下
船
場
所ループj

市豆

号ロ
日
本
三
大
鵜
飼
の
一
つ
「
大
洲

う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
一

大
洲
な
う
で
は
の
情
緒
を
楽

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
観
覧
料
金

.
大
型
《
貸
切
出
人
乗
り
》

2
3
、0
0
0
円

(
通
常
3
5
、
0
0
0
円
)

。
小
型

《
貸
切
ロ
人
乗
り
》

1
7
、
0
0
0
円

(
通
常
2
5
、0
0
0
円
)

大洲市立博物館では、ルーブル美術館複製画

展を開催中です。ルノアール、セザンヌなど印

象派の作家の作品をご鑑賞ください。展示作品

はすべて所蔵美術館の認可作品権の許可を受け

た作品群です。

展示 5月30日(木)まで

午前9時~午後4時30分

毎週月曜日、 祝日休館日

う
か
い
最
終
日
(
最
特
価
サ
ー
ビ
ス
)

。
大
型
《
貸
切
出
人
乗
り
》

1
1
、0
0
0
円

A
V
小
型

《貸
切
ロ
人
乗
り
》

9、
0
0
0
円

※
料
理
、
飲
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
観
光
協
会
宮
@
2
6
6
4

ま
た
は
、
各
う
か
い
登
録
庖
ま
で

写真展テーマ みんなの行事…各家庭や地域で

のお祭、誕生会など、身近な行事での作品をお

待ちしています。

作7晶サイズ 2L、キャビネサイズ

応募方法 市立博物館または各公民館にある

応募用紙に必要事項を明記の上、

ご応募ください。

平成14年6月30日(日)

〈複製画展・作品募集の問い合わせ先〉

干795-0054
大洲市中村618-1 
大洲市立博物館 包24-4107

応募締切

藤
樹
舞
佐
世
臆
車
載

。4)

藤
樹
先
生
略
伝

たの藤 まる 22 
0 銘t樹寛し人藤 腰
」は永たた樹 樹
を 、十 。ちに 規き
つ言 六 は学 」
く積 ( どぴ を
り、規 一 んた 揚
」六 どい げ
塾と三 んと る
に「九増集

害Zi石毛き
ま座ぎの いて
し右す春 き来

実
施
日・6月1
日
で
っ
か
い
聞
き
」

-6月
・
7
月

・
9
月
の
毎
週
水
曜
日

観
覧
時
間

午
後
6
時
却
分
か
ら
午

後

9
時
ま
で

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
知
法
寺
河
原

お

わ

た

大
洲
城
苧
綿
櫓
下

「
藤
樹
規
」
は
、
塾
の
規
則
の
よ

う
な
も
の
で
、
そ
の
は
じ
め
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
り
ま
す
。

「大
学
ノ
道
ハ
、
明
徳
ヲ
明
ニ
ス
ル
ニ

在
リ
。
民
ヲ
親
ム
ニ
在
リ
。
至
善
ニ

止
ル
ニ
在
リ
。
・:
:
:
:
」

こ
れ
は
「
大
学
」
の
冒
頭
の
章
句

の
引
用
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学

問
の
根
本
精
神
を
示
し
、
学
問
は
、

書
物
の
暗
記
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
ま
し
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
書
か
れ

た
「
学
会
座
右
の
銘
」
に
は
塾
生
の

心
得
が
具
体
的
に
述
べ
て
あ
り
ま
す
。

お
き
主
も
ん
ど
う

「
翁
問
答
」
を
著
わ
す

寛
永
十
七
(
一
六
四

O
)
年
、
藤

樹
は
三
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。
門

人
を
指
導
し
な
が
ら
自
己
の
学
問
に

励
む
藤
樹
の
学
問
・
思
想
は
、
ま
す

ま
す
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
大
洲
か
ら
手
紙
が
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
「
先
生
と
遠
く
離
れ
て
い

る
の
で
、
親
し
く
教
え
を
受
け
て
迷

⑪
 

い
を
解
く
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
分

か
り
ゃ
す
い
本
を
仮
名
ま
じ
り
で
書

い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。

藤
樹
が
こ
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
書
い
た
の
が
、
「
翁
問
悠
己
で
す
。

「
翁
問
答
」
は
、

心
の
本
体
を
悟
っ
た

て
ん
〈
ん

天
君
と
い
う
名
前
の
老
先
生
と
、
向

学
心
に
燃
え
た
体
充
と
い
う
名
前
の

弟
子
と
の
、
問
答
形
式
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
文
章
は
、
当
時
の
人
た
ち
に

と

っ
て
、
や
さ
し
く
分
か
り
ゃ
す
く

そ
の
議
論
は
、
生
き
生
き
と
し
て
お

り
、
読
む
人
の
心
を
強
く
引
き
付
け

ま
し
た
。
内
容
は
、
孝
の
思
想
を
中

心
に
、
人
間
と
し
て
の
道
を
分
か
り

ゃ
す
く
説
い
た
も
の
で
し
た
。
藤
樹

は
、
こ
の
本
を
大
洲
の
同
志
に
は
送

り
ま
し
た
が
、
出
版
は
許
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
自
分
の
学
聞
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
だ
か
ら
、
い
ず
れ
改
正
し
た

い
」
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
病
気
な
ど
の
た
め
に
、

改
定
の
仕
事
は
、
は
か
ど
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
三
十
九
歳
と
四
十
歳
の
と

き
に
ご
く
一
部
だ
け
が
書
き
直
さ
れ

て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

「翁
問
答
」
を
書
く
に
あ
た

っ
て
、
も
っ
と
も
強
い
影
響
を
受
け

た
の
は
「
孝
経
」
で
し
た
。

15 
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平成14年4月1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 275，253，462円
です。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
材
の
仕
上
げ
は
、

大
洲
城
天
守
閣
と
同
時

期

(
慶
長
年
間
頃
)
に

建
て
ら
れ
た
ほ
か
の
城

郭
に
な
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

参
考
に
し
た
城
郭

は
、
姫
路
城
、
彦
根
城
、
松
本
城
、

松
山
城
な
ど
で
、
そ
の
結
果
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

①
櫓
や
門
と
比
較
し
て
天
守
の
方

が
良
い
仕
上
げ
で
あ
る
。
ま

た
、
天
守
に
近
い
建
物
ほ
ど
良

い
仕
上
げ
で
あ
る
。

②
重
要
な
場
所

(長
押
が
施
さ
れ

た
部
屋
な
ど
)
ほ
ど
良
い
仕
上

げ
で
あ
る
。

③
小
屋
裏
な
ど
普
段
見
え
な
い
所

は
仕
上
げ
を
省
略
し
て
い
る

(手
間
を
省
い
て
い
る
)。

④
材
の
形
状
(
丸
形
、
四
角
形
、

八
角
形
な
ど
)
は
、
城
郭
に
よ

り
ま
ば
ら
で
あ
る
。

大
洲
城
天
守
閣
の
仕
上
げ

こ
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
大
洲

城
天
守
閣
は
次
の
よ
う
な
仕
上
げ
で

検
討
中
で
す
。

①
よ
り

材
の
加
工
が
始
ま
り
ま
し
た
!

大洲市は、 市の新しいシンボjレとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

柱

残

の

く

パパ

υ

?レ

E
P

々

什

荒

4

「リ

カ

突

跡

城

万

本

の

。

松

山
折

る

企

企松本城天守(5階)の柱
柱は全て創建当時のも

の。松本城の場合、 4

階より上階は室内の様

子ががらりと変わり、

飽仕上げが見られる。

松本城の様子

菅
田
町
大
竹
に
あ
る
加
工
場
で

は、

2
月
中
旬
か
ら
木
曽
桧
の
丸
太

を
加
工
し
て

い
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
l
で
丸
太
を
八
角
形

に
整
え
、
電
動
は
つ
り
機
で
木
の
内

側
の
赤
身
が
出
る
直
前
ま
で
白
太
を

削
る
「
白
太
落
と
し
」
と
呼
ば
れ
る

作
業
で
す
。

大
洲
城
天
守
閣
と
多
聞
櫓
に
使
用

す
る
丸
太
材
は

1
0
9
本
あ
り
、
こ

の
作
業
を

2
1
3
人
で
約
2
カ
月
聞

か
け
て
行
い
ま
す
。

まま24-2111

近面 復
づに元こ ④ ③ ② 
けおはの る丸よ状の見よまるる押大よげ‘すと既
よい、よ 。太り態状えりでこな、洲りがる差存
うて 設う 材 ) 態な 鈎とど 2城 主 。をの
とも計に は と( い 仕か手階天 )(つ櫓
考昔面、 八 す木所 上らのに守 既け云だ
えなだ大 角 るをは げ、、 込は闇 存て黒2
てがけ洲 形 。大 、 と 1ん火かは の 、m
いらで城 を き「 す階だ灯i、 櫓鈎2櫓
まのな 天 基 くは るか造窓1-1 は仕高i
す手く守 本 削つ 。らりを階 新;上欄t
。法工閣 と つり 4 で設に 仕げ、櫓
に事の す た」 階あけ長 上と )

いす 【 行 【なき 【のえ 【 どきゴ【 【 【式に材に ~ ， 
ま 0め 平綿密委大申どま台行参る台曳 久 木 イや 1イ緑 1大道 平日」載( 、う iオ之さi
す皆っ 成め@員洲 し)す車加引車き Y 曳 ベ太ルベ地肱洲 成 をせ木大か雪1.-
。さた 14切2会城込の 。に列をきに盆 加 き ン鼓地ン公川ま順 14時開市曽洲いS曳4
んに 年りl事天み参一取】募役載 主 式 ト演点 卜園橋ち】 年】催内桧城開E工
のか 5】 1務守先加般り募集でせ募 君Tへ を奏の】 1の(午 6 しをの天きEご

完21静】耕作日殺 をのむ221空Z??322前j式
Z重品 宗主??i計守票早 募 紅白ヰね)問。?持足
時 :351草山見突 集 oF3Fiら dfii 
し会 2官ト 。三を程 方接程 ! 火餅頃 」 曳台る 1:: 
てで )り実 代引度々支度 なま 1 き車木日i

え淵城

材
の
仕
上
げ
を
徹
底
調
査

かわら版

史
実
に
近
づ
け
る
た
め

大
洲
城
天
守
閣
は
、
で
き
る
だ
け

史
実
に
近
づ
け
る
た
め
、
明
治
時
代

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
天
守
雛
形
、

発
掘
調
査
結
果
な
ど
す
べ
て
の
資
料

を
設
計
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
材
の
仕
上
げ
に
つ
い

て
も
、
で
き
る
だ
け
史
実
に
近
づ
け

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
創
建
当
時
の
大
洲
城
天

守
閣
の
材
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
分
か

る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

2巳

...木曽桧の白太落としの様子

...松山城天守最上階(3階)の柱

飽で美しく仕上げられてい

る。

企松山城太鼓門の柱

析の万跡が残る。

松山城の様子
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洲市役所で開かれました。 市内12支部の突通指導員90

人への委嘱状交付や交通事故について研修が行われま

した。また、交通安全保持に永年従事し、特に功績の

あった肱南支部幸田尚さん (写真右)をはじめ10人の

受賞者に表彰状-感謝状が桝田市長から手渡されまし

た。

3/8 木を植えて森林をつくろう

上須戒小学校児童教員、県、市関係者ら約60人が参加して、植樹活動体験
学習 (緑の募金受付事業)が行われました。少年自然の家にある「愛媛の森」
にヒメシャラ、タイサンボクなど28種類56本の樹木を植え、樹木の名前のつい
た名札や標柱を取り付けました。

臥龍山荘下から如法寺河原までの約300mを航行する「臥龍の渡し」が始ま
りました。運行は、 4. 5月の土日祝日午前10時から午後4時まで、片道100
円(中学生以下半額)で団体 (20人以上)は予約で平日運行も行います。国大
洲市観光協会 (n24-2664)

「音楽の都」ウィーンから

チター奏者Wノイパウアーさんが大洲市での演奏会を前に大洲市役所を表
敬訪問し美しい音色を披露しました。1948年映画「第三の男 Thethird ManJ 
のテーマ音楽にも使用されたオース卜ラリアの民族楽器チタ は、 “美しく滅
びゆく楽器"と称され、ハプスブルグ帝国の栄華と没落の歴史の象徴です。

3/12 卒業を記念して肱川に鯉を放流

第16回鯉の放流事業(主催肱南地区コミュニティ推進委員会)が行われ、大洲
小学校6年生児童65名のほか教職員、関係者らが参加しました。児童代表村上
直子さんが「放流した約500匹の鰹が臨川で大きく元気に育つように、私たち
も成長していきたい」とあいさつし、この春の中学校生活に期待していました。
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Life! 

5
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
5月
1
日

同

平

成

日
年

4
月
生

。5月
M
日

ω
平
成
日
年
ロ
月
生
※

0
5月
幻
日
附

平

成

ロ
年
目
月
生

受
付

時

両

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
川
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
5月
日
日
同

平

成

日
年

7
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

1
日
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
5月
日
日
刷

E;r型IE開言師官司吉田

宮)

5月3日(金)井関クリニ ック(新
ft25-6212 

5月4日出菊原外科医院(若

ft24-4646 

あなたの健康を
サポートします予

約
制

宮)

5月6日(月)ごうお小児科医院(西大洲)
合 24-3936

5月5日(日)末光眼科(若
合 24-1500

相
談
時
間
叩
時
1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

一

5
月
か

5
始
ま
り
ま
す

-

一生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・
が
ん
検
診

-

昨
年
ま
で
と
遣
う
3
点

①
生
活
習
慣
病
検
診
の
受
付
は
全
地
区

午
前
中
の
み
と
な
り
ま
す
。

②
婦
人
が
ん
検
診
は
生
活
習
慣
病
検
診

と
は
別
日
程
に
な
り
ま
す
。

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

内
容
は

C
型

-
B型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
で
す
。

料
金
・
:
8
0
0
円
(
苅
歳
は
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

ア
剖
・

6
・
日
・
日
・
日
・
初
歳
の
人

(
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人
)

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
(
初
歳
ま
で
の
人
)

希
望
者
(
ア
・
イ
と
も
)
を
対
象
に

5
年
間
実
施
し
ま
す
。

V
ア
の
該
当
者

に
は
問
診
票
を
同
封
し
ま
す
。
V
検
査

を
希
望
す
る
イ
の
該
当
者
は
当
日
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

女
生
活
習
慣
病
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

O
菅
団
連
絡
所

5
月

7
日
例
・

8
日
制
・

9
日
同

O
久
米
公
民
館

5
月
お
日
同
・
担
日
幽

O
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
5
月
お
日

ω-

m日
倒
・
初
日
同
・
訂
日
樹
、

6
月

3
日
側

・
4
日

ω

5月12日(日)村上医院(常磐町)

ft24-2346 

浜)

5月26日(日)三瀬医院(八多喜)
ft26-0003 

-E苅Eヨ~事~語圏・

きどおか医院(長

公 52-3003 

5月19日(日)久保医院(新
怨 25-0158

安
婦
人
が
ん
検
診

O
南
久
米
連
絡
所

5
月

1
日
同

O
平
野
連
絡
所

5
月

7
日

ω・
8
日
附

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

5
月
日
日
肘

O
大
川
連
絡
所

5
月
勾
日
制

O
柳
沢
連
絡
所

5
月
幻
日
叩

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
第

1

3
火

曜

日

日

時

1
ロ
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日

目

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金
曜
日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月

1
金
曜
日

9
時

l
m
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

目
時

1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木

曜

日

日

時

1
凶
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
却
分

1
日
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど 予

約
制

献
血
の
お
知
5
せ

5
月
2
日
同

大

洲

病

院

叩

時

1
正
午

大
洲
中
央
病
院
日
時
泊
分
1
M時
却
分

曜日によって救急当番病院は変
わります。昼間・夜間の急患など

については、その日の当番病院ま
でご相談ください。

月・火曜日市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

7]< 

木

加戸病院(若宮)

包 24-5101

大洲記念病院(徳森)

合 25-2022

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

日

日

金~日曜日

曜

曜

5 t...rn多係
月 llP'

書，AA，AAi9 
図 hf~同

書

前
回
利
家
十
五
カ
条
の
訓
え
戸
部
新
十
郎
著

「
武
士
は
禿
げ
る
と
隠
居
す
る
」

山
本
博
文
著

わ
か
り
あ
え
る
日
の
た
め
に
い
ま
、

中

学

校

長

と

し

て

藤

原

幸

博

著

子
育
て
マ
マ
の
お
つ
き
あ
い
完
壁
マ
ニ

ュ

ア

ル

ア

ミ

1
カ
著

資

格

試

験

ガ

イ

ド

市

ナ

ツ

メ

社

合
併
反
対
を
選
択
し
た
ま
ち

上
尾
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
か
編

そ
し
て
世
界
は
狂
い
は
じ
め
た

フ
ル
ダ
チ

古
舘
伊
知
郎
著

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
子
供
た
ち
を
ダ
メ
に

す

る

ク

リ

フ

ォ

ー
ド
・
ス
ト
ー
ル
著

元
気
に
老
い
、
自
然
に
死
ぬ
秦
恒
平
著

人
権
か
表
現
の
自
由
か
田
島
泰
彦
著

知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
危
な
い

眼

の

病

気

戸

張

幾

生

監

修

ベ

ト

ナ

ム

料

理

ブ

テ

ィ

ッ

ク

社

き
れ
い
に
歩
い
て
も
っ
と
素
敵
に

永
井
レ
イ
著

ア
ジ
ア
ン
イ
ン
テ
リ
ア
辰
巳
出
版

安
け
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
か
け

山
下
惣

一
一
編
著

こ
だ
わ
り
の
家
庭
菜
園

N
H
K出
版

ク
ロ
ガ
ネ

人

間

区

人

体

町

黒

鉄

ヒ

ロ

シ

著

サ
ン
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ン
白
骨
g
ク

シ
冒
ウ
キ
担
タ
シ
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プ
ロ
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ア
マ
三
子
局
ア
マ
勝
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集

E

囲
碁
編
集
部
編

痛
み
を
と
る
リ
ン
パ
テ

l
ピ
ン
グ

佐

藤

彰

著

プ
ロ
野
球
の
明
日
の
た
め
に

日
本
プ
ロ
野
球
選
手
会
著
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オ

ペ

ラ

の

魔

力

砂

川

き
れ
い
な
敬
語
差
か
し
い
敬
語
草
柳
大
蔵
著

火

宅

の

坂

津

田

ふ

じ

子

著
ハ

セ

セ

イ

シ

品

ウ

ダ
l
ク
・
ム

l
ン

馳

星

周

著

四

両

二

分

の

女

佐

藤

雅

美

著

飛

ぶ

男

、

噛

む

女

椎

名

誠

著
-
ハ
ル
コ

青

い

絵

葉

書

太

田

治

子

著

マ
リ
ア
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
杭
彫
斡
著

ジ

ヤ

レ

ン

ヨ

ン

ナ

ガ

邪

恋

藤

田

宜

永

著

永

遠

の

復

讐

松

本

賢

吾

著

ナ

人
が
見
た
ら
蛙
に
化
れ
村
田
喜
代
子
著

永

久

帰

還

装

置

神

林

長

平

著

ガ
オ
シ
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ヂ
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ン

あ

る

男

の

聖

書

高

行

健

著

ボ
ト
ム
ズ

G
-
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・
ラ
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デ

1
ル
著

稔
著

j. K.ローリング
その魔法と真実
ショ ン・スミス著

生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て

例
年
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る
生
涯

学
習
講
座
を
、
本
年
度
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
ご
案
内
し
ま
す
。

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
・

5
月

3
日
1

5
日
・
白
日



5月号広報おおず 2002

生
ご
み
処
理
容
器
補
助

制
度
を
改
正

本
年

4
月
か
ら
、
生
ご
み
処
理
容
器

な
ど
を
購
入
後
、
買
い
替
え
を
行
う
場

合
も
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。
助
成
数

は

5
年
間
で
二
永
庭
に
つ
き
容
器
が

2

基
ま
で
、
発
酵
促
進
剤
が

5
袋
ま
で
で

す
。
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
謀

合

@

2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

春
の
行
政
相
談
週
間

総
務
省
で
は
、
本
年

5
月
初
日
開
か

ら
の
一
週
間
を
春
の
行
政
相
談
週
間
と

定
め
全
国
的
に
行
事
を
行
い
ま
す
。

当
市
で
も
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談
(
却
ペ

l
ジ
参
照
)
を

5
月
却
日

仰
に
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

第
四
回
5
3
0
運
動

今
年
も
肱
川
沿
い
の
環
境
美
化
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
申
し

込
め
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日

時

5
月
お
日
間
午
前
9
時
か
ら

集
合
場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
)

西田興産
台 25-2197
南設備
公 25-4684

体)5月3日(金)

持

参

品

手
袋
・
火
ば
さ
み
な
ど

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

制
大
洲
青
年
会
議
所
内
大
洲
の
環
境

を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会

公
(砂

7
1
0
4

検
定
試
験
の
ご
案
内

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

-v簿
記

試
験
日

6
月

9
日
間

受
付
期
間

4
月
日
日

1
5
月
日
日

.
そ
ろ
ば
ん

試
験
日

6
月
お
日
制

受
付
期
間

4
月
初
日

1
5
月
口
日

・
ワ
ー
プ
ロ

試
験
日

7
月

6
日
出

受
付
期
間

5
月
払
日

1
6
月
叩
日

.
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

試

験

日

6
月
初
日
同

受
付
期
間

4
月

2
日
1
5
月
口
日

.
キ
ー
タ
ッ
チ

2
0
0
0

試

験

日

7
月

6
自
国

受
付
期
間

5
月
担
日

1
6
月
日
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

m
U
(
旬

4
1
1
1

障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援

大
洲
市
で
は
、
平
成

M
年
度
か
ら
在

央建設 (鮒
ft24-3556 
保鉄工所
ft26-0537 

神田鉄工所
公 24-4122
佐々木鉄工
合 26-0875

神

備)

中

久

5月4日出

5月5日(日)

(荷

戸電業社
告 25-2944

備)菊地浄化槽センター
合 24-0013

城5月6日(月)

宅
障
害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
障
害
者
生
活
支
援
事
業
を
社

会
福
祉
法
人
三
善
会
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

利
用
対
象
者

在
宅
の
身
体
障
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
、

各
種
の
情
報
提
供

②
住
宅
改
修
の
助
言
や
施
設
(
入
所
・

通
所
・
作
業
所
な
ど
)
の
紹
介

③
自
立
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム

(健
康
・
金

銭
管
理
・
余
暇
活
動
な
ど
)
を
作
成

④
障
害
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
対
応

⑤
職
業
、
医
療
、
生
活
な
ど
に
関
す
る

機
関
を
紹
介

問
い
合
わ
せ
先

間
三
善
会
大
洲
ホ

l
ム
雪
印

1
2
1
6

高
齢
福
祉
課

合

@
2
1
1
1
(内
線

1
7
6
)

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
平
成
凶
年

度
の
更
新
手
続
き
は

5
月
却
日
ま
で
で

す
。
労
働
保
険
料
の
申
告

・
納
付
手
続

き
は
お
早
め
に
!

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

所

9
側
5

1
・
n
d

-

E

F
内

u

n

4

U

コ
4
設

5

鉄

一

一

4
建

5

居

2

2

土
台
高
密

情)南予水道{主設
ft23-2352 
宮元建設
ft25-0901 

縄 星加水道設備
ft26-0020 

谷本建設工業 怜)
ft24-5161 

。事)

松

i鮒

5月11日出

5月12日(日)

5月18日出

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

都
市
計
画

区
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

県
内
の
回
都
市
計
画
区
域
ご
と
に
、

都
市
の
将
来
像
や
都
市
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
方
針
を
示
す
。
フ
ラ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
自

由
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
都
市
計
画
課

企

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

愛
媛
県
標
準
米
の
設
定

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

適
用
年
月
日

平
成
凶
年
4
月

1
日

目

安

価

格

3
、
2
6
5
円
(
精
米

正
味
叩
同
当
た
り
、
税
込
、
包
装
代
込

み
価
格
)

原

料

構

成

4
類
相
当
品
種
(
あ
き

た
こ
ま
ち
、
こ
い
ご
こ
ろ
)
叫
%
、

5

類
相
当
品
種
(
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
コ
ガ
ネ

マ
サ
リ
、
ひ
め
の
ま
い
な
ど
)
印
%

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
農
産
園
芸
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
試
験

合
格
者
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

証
書
が
交
付
さ
れ
、
調
理
師
学
校
の
教

森設備
会 25-4023
上工業 側
包 24-3141

丸電工業
金 24-5351
藤水道居
合 24-4410

三原設備
まま 24-3783 
田水道宿
舎 26-0265

徳

情)

西

村

伺

佐

5月19日(日)

5月25日出

5月26日(日)

員
資
格
も
与
、
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
区
分

す
し
料
理
/
中
国
料
理
/

給
食
用
特
殊
料
理

受
験
申
請
書
の
締
め
切
り

平
成

H
年

5
月
叩
日
幽

実
技
試
験
日

平
成
凶
年

7
月
辺
日
側

1
8
月
お
日
幽

学
科
試
験
日

平
成
凶
年

7
月
初
日
幽

試
験
実
施
場
所

東
京
都
、
大
阪
市
な
ど
全
国
日
都
市

問
い
合
わ
せ
先

制
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
(
東
京
都
)

2
0
3
・
3
5
8
4
・
1
9
3
1

F
喜

一
ミ
耳
唱
耳
b
F
O
E

m開
口

O
司王

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
愛
媛
か
ず
ら
能
愛
好
会
作
品
展

5
月

1
日
制

1
5
月

6
日
開

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
企
画
展

5
月
日
日
出

1
5月
四
日
同

V
織

・
染
展

5
月
む
白
川
W
1
5
月
お
日
間

展

示

時

間

叩

時

1
げ
時

※
最
終
日
は
ほ
山
時
ま
で

4
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日
)
休
館
で
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

『
・
国
自
国
自
E
E
E
E
E

表
紙
の
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
、

あ
る
お
宅
の
チ
ュ
ー

リ

ッ
プ
畑
(
新

谷
)
を
訪
ね
ま
し
た
。

今
年
も
、
色
と
り
ど
り

6
千
本
以
上

の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
見
事
に
花
開
き
ま

し
た
。
庭
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、
毎
年
、
市
内
外
か
ら
お
弁
当
持
参

で
見
に
来
た
り
、
写
真
を
撮
り
に
来
た

り
す
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
本
当
に

き
れ
い
な
花
畑
で
し
た
。

や

19 
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内
キ目 談 内 ~匂茸B 日 時 tJ. と. 場 F斤 tJ. ど 聞い合わせ先

交通事故相談 5 月 8 日(水)/10時~ 1 5時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 5 月 27日(月 )/1 0時~15時 市役所3階会議室 合 24-2111 内線323

人 4雀 ヰ目 談 5 月 15日(水)/10時~ 1 2時 平野公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 5 月 1 7日(金)/1 0時~ 1 5時 市役所3階会議室

人権擁護委員(;:よる 毎週月-水金曜日 法務局大洲支部
法務局大洲支局 合 24-4155

無 料 本目 談 所 (休日を除く)9 時~ 1 6時 人権相談室

fラ 政 ヰ目 三匡民此

5 月 20日(月 )/ 9 時~ 1 2時 3階会議室
急ぐときは ft24-5072 (山本)

(総務省) ft24-4294 (辻)

市民法律相談 5 月 18日(土)/10時~1 6時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

まま24-2111 内線328

社会保険相談
5 月 7 日(火)/1 0時~ 1 5時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

5 月 2 1 日(火)/1 0時~ 1 5日寺30分 ft089-925-5105 

不動産無料相談 5 月 1 5日(水)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 伺上田喜六不動産 宮 24-4452

定期税務相談 5 月 10日(金)/ 1 0時~ 1 5時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

l一般相談 毎週月・水-金曜日 社会福祉協議会相談室
心配ごと l法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センターl階) 社会福祉協議会 宮 23-0313
l介護相談 毎週木曜日

ヰ目
諮 l電話相談 10時~ 1 2時、 1 3時~16時 (直通)合23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線178
人権 ・同和問題に

毎日の執務時間中
大洲隣保館 まま24-6100

関する何でも相談 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター 合 24-7830

ふれ愛スクールキ目談霞舌 毎日の執務時間中 国.lL大洲青年の家 まま24-1414

望E
~ と

圃司"‘

ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

'b‘
読
ん
で
ト
ク
す
る

M届
nmっ
け
な
い
コ
ツ
叡
え
ま
す
③

「
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
!
」
と
い
う
人
。

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U字型車止め。路地の
角などに多い。時折、
かなりぶつけられてい
るものを見かける。

つい、うっかりぶつけてしまったもの@ 

路上駐車のバイク。自
転車などといっしょに
電柱の陰に止められて
いることが多い。

ポーJレ。どこにでもあって、車
から見落としやすい存在。

植え込み。 下部分がレンガ立の
に気付かずぷつけてしまう人
も。

電柱や消火器。住宅
地の景色にとけ込ん
でいるので、ついつ
い見落としてしまい
そう。

下部分が太くなっている柱。上
だけ見てパyクすると危ない 1

公園の駐車場などでは
駐車スベ ス内に堂々
と障害物があること
も。

松の木。意外17にも、
曲がりくねった幹や枝
に気付かずぷつけてし
まった人多し。

大洲市内の交通事故

3月末現在 昨年同期

件数 65 63 

負傷者 89 79 

死者 I l 

動き

平成14年3月31日現在

39，061人 (-222) 出生 27人 (+2) 

18，597人 (-124) 死亡 32人(-3) 

20，464人 (-98) 

14，576世帯(-69) 

市民の

人

男

女

世帯数

ロ
税

今月の納税は

車動自軽

20 

( )内は対前月比納期は 5月31日です
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